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序

本,1::に掲載した発掘調介は、平成 9年度から10年度に行われた県'i灼圃場

腋りllf'F業筑後東部地区における緊、盆発掘調介であります。

筑後束部地I~辿跡群の発掘池J1tや即j・11:: は今Iリlで第 6集を数えます。今ま

でに多くの調介が行われた結呆、数々の辿跡梢報が得られ、郷卜の歴史が

芥I:ではありますが解明されてきましに先人達の文化や）俗史、辿跡を保

設・活川していくことが文化財行政の役割と名えておりますが、現在、開

発における緊忍の発掘調介の坪1人で辿跡の破壊、 ¥1り滅を余｛義なくされ、発

枷膚介による記録保イf等によって1呆設することしかできないのが視状で
す。

しかし、発掘泄崎で記録保イfされた情報を整則して市民の）j々 に提供し、

それを活川していただくことも私達の役割と考え、本内：の作成を行いまし

た。

また、今後は学術的な狩料としても広く活川していただき、文化財の狸

解、 将及、発展に繋がれば、炉といです。

発掘閥介、報告，Ii:作成に対して、関係者各位には多大のご協力を肌きま

したことに原くお礼q,しI・.げます。

'V・）J必13イド 3 JJ 
筑後市教rt委↓l会
孝父rtli ~ ミ1111I ,flJ~ 込



例言

I . ~,1りは筑後川水系)~地11:J梵 •Jr務所が1勺戊 10年 /Jlに丈柚した県ボ1·1,111場整1~tl :J~ 菜筑後束祁地Ix'<1)·J~1i1r,J.',J 

1以として筑後巾教tt委u会が火h釦したJilt蔵文化UいいいI訊'1りである

2. 本,1::に掲載した湖介の期IIIJや 1J.~介に係わる経紺については筍 Iやと礼J叶校）tu :1(部分に叫械してい

る

:L発掘，J,'J介及ぴIII I :j且物(/)~.flll(よ筑後 di教it委U会が行った ； J,',j介I関係r;・は松 l,・ 作に記したとおりで
ある なお、 出I.辿物・ l≪I1(11・'/j'. !¥'よ筑後di教11委u会で収蔵、保竹している

Iヽ. ,f,; ,'}に使）IJした1・x1tfllの内、追構令1人 1·~1 を J!l lll11li'I・ケ 池辿跡は朝 11 街UY: (株）、 即II~ 州ヽノfり、詑111

'I・ ヶ池節 2 次瀾介．は、アシア航測（林）、 ·~!J111牛ヶ池第4次，tJ1rは'Ij'測エン ジニアリング（株）に委，it

した

その他の辿構kill!JIXIは各潤悧II'り怜柴111削、奥+、J人郎、甜111知忠がfr1,'、辿物‘よ測、浄1りは・it.塚
あけみ、徳水みとり、 仲文忠、 11.':illl、水兄秀徳が行った ，

!i. ~11~ に使）IJした辿構‘り収、辿物'I/i'tは各辿跡溝的11 ヽ~ 片と柴111が4位彩した ·~J) 111,1り牛 ヶ池迫跡の令

似i以は1:vJ11航祁（株）でモザイク処刑によりが必している 鶴111木Mノ川 ・即 11'1・・ケ池mi次溝1r:
(/)空中'Iれ'tはアシア航HIIJ(株）、その他の辿跡の和11'1;ft は（イJ)~t1 1 '1;.良企11hjに委11Lした

(i • 今1111()) I加）介にJIJいたil!IJl1IJ,,)H点は、 I•;I · I :閻忙法m11 14i椋系を）訊,,としており、）j位は令て*様北
(C.Nlである

7. 本内に使）IJした辿構の｝く小は以ドの略サによる

SI 吸‘バイU.•: SIう ~\l! 1'. バl辿物 SK I:#廣 SD-i/li' SF追路 SPビッ ト sxピット、 ,;f,Iりl、そ
(/)他の追f/lt

8 . /1¥卜した金）1-~ 製品のI心急処W•'.はU・J炎 I・が行い、 1呆{[処則は人‘、:..;1(.Jdi教tt委Ll会の協）Jを付た，

!l. 心り の各辿跡(/)ヤ'.)(~.r.・1.±11次に叫している 紺集は 1村が行った。
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なお、，Jれ紐ぴ恨；',',1::作成に1禁しては以ドの）i々 にご指m.、こ教i)'をJIV,った 心して心より感謝'"し
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3 点数東野屋敷遺蹂

·—I 
,I li人111占!tl

5 弘化谷古Jft
一—+

r; 祓数坂[I辺跡
--1・ 一
ヽ 点数森ノ木遺跨

8 久f.{.r~ 居遺杯
， 欠塚古
w I前i帥ノ£遺杵
11 I rqヶ所占円ヶ所遺跨
I'!. I ＇ ;J;JJ~ 塚中道遺跨

13 ," ;~ 火塚射場ノ本遺跡

1-1 行菜:.;;坊il't跨

15 只幻坊flぼ＂が
--1― 
Hi 徳9、,11~m遺淋
← 
1, 宮11mm・H田行遺翔

18 ~Ill遺路

19 tnlil /~i!: 遺杵

:.'O 祈溝丸m遺跨

21 .nm栖！点遺蹂

·••>? •一 鶴Ill前畑辺跨
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33 蛇Hl!R大坪遺杯第 1次
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c-- .. 
36 久忠．北水碩遺跨
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III . 調介成呆

l. 溝II北新枠辿跡

(1)はじめに (Fig.3)

1ヽ1i且跡は、筑後巾人‘灼1'/t'II字北新外に,rr11: し、 ・・m・ は水111J駆i1で枯'¥11,・:,17.0m位の低位段Ii.I. にある
1~/J i'fは、 'I'・1成H{「JQに施 1:さHた県称はJ易f.fNh'Jt叉筑後東部地Iメ：9 I" j;< ()) l線JiH-JI水路設ii1渭訓lにおし、
て、辿りりをfi{I認した2:mn,たk,Jiiとした ，J,',l介はf11l<.!) 11 !)月に ·J~柚し、＇「(機による t<I除）、・、 j.¥'.itiV, (}) 
4灸 II', 、 1~11111 、 'tiJIIJ 、 'lj'. !°l~l1tl~~ ~ かをfl.)た ； J'J 介は小林 1月 111 か{II•りした

Fig.3 溝口北新社遺跡鯛査地点位置図 (1/2,500)

(2)検出遺構

溝

SOOS (ドig-.I) 

I闘ffl;,(.怜i部で検Illした東11り）jliりO)i11りで、 25.Sm分を検Illした i/li (/)断lfli形は逆合形状を'i'.し、深さは

O.G-0.8mをillilる .',I, 漆色粘t'iIを）＇屈1J/Jとしたjりし1で、 u,1状況からは、少なくとも :-1111]以 l・O)f{llり11'1.
しかfrわれていることが確認された 俎物は須必悩（央）、I: 師器 (,l:,f,・椀 ・J',).Jd'i I悩()¥-)がti¥
I・ している

7 -



., n 

I. J大褐色 Il ,V1t~f 少ill )
2. I火褐色 ICiJ¥fU名況）
:1 • U(fl火褐仏 I I 政州色／口 ） ク柘J~ I
I, II~)火褐色 I I必褐色プロ Jク少'di)
:, . Ill礼l火褐し紗双 IlU(褐色iu 名dt.炭化窃あり ）
1;. IUJ茶褐色 I
7. i炎染褐色 I

lヽ

S005 

1)-IJ' 

1.'J.\褐色 f • I凶条色fU名ill>
2. /.I.I褐色l¥1,!'l l < 11~ 茶色fnもiJt・m色粒f少till
:1. 茶褐色帖質 I:I/Ii. 褐色プロ,? 約Ill
I. /Al~ 色帖質 I・.! i/1茶色-/ri ., ク少胤）
5. 淡、!.I.I茶色粘買 I:c泊共色/LIック名il!J
Ii, /.(¥褐色粘t'(l:¥ /11 船色~~H軋・リIC!!れr少lltl
7 .'¥I茶色帖質 I:Ci/澤包粒 f多ilc>
H.),1,¥茶包t渭 I'.c /4茶色fH少iJV

17』()Om
9● ..''"  

I> 

'ク／／

b
 (I 

d d 
I, i炎!~\茶色 fM'(I

17.200m -—- —_,., 
cl cl 

('一c

I. i炎:.I.I贔色粘質 I.2m 

断面実測図 (1/40) 
SD10 ffig.4) 

如 4)j!i1Jにはしるiiかで、 20.0m分を検/1¥した，溝の間(lj形は逆台形状を＇止し、深さは 0.20m前後を測
る 川i.I・ は淡!.I.¥茶色粘質 I.のり1. • T¥''1で、III I; 迅t物は ! ·. Mi器 (J '1 ) を fli'iかに認めたが,~1ぶしうるものでは

なかった

(3)出土遺物

SOOS (rig. 5) 

須恵器

斐 (l) ,~ の1本部科ll!'iで 、外1fliには旧各[-、内J(liには・l'・ll 
の1111さ文が施される Jlf, I: は:immk. の小ィiと黒色粒fを含
み焼成はほぼ良好である

土師器

H、(2) 11径l::!.Ocm、JlH冷8.0cm、器翡:-3.5cmを復/Jj(し、 11
枯瑞部はやや外J又する 如川は杓：しく1fHeしているが、内
外血の11綽部及ぴ休部はヨコナデ、1本部下位はlnli転ヘラケ
ズリ、底部外IHIはIPI転ヘラりJりが府収でさ る，

(4)小結

L •Jiの郡介 ,-. 、 トレンチ状の1J/J介Iえ設定となり、』,¥Jff.lメ．からはi1Y,:2条の辿構が確認された。

今!Iii、検Illされた情からは/III: 辿物が乏しく 、 II、t• JUJ決定にゼることはできないc また、 甘辿跡周辿部

（北へ約140m)に所在するクwし（北水l!j(辿跡からは南北ii'/,.s条が確認されているが、この調介においても
,v, 辿枕l11J様に各溝のII蹟 jiJ訊定までには全っていない この地区に1周しては集裕跡^ かの'l:i古の匂いのする
辿構は鑽認されておらず、また、 fi{li忍された溝の性格 （流路・川水路 ・区仙i溝：↑;）を衿慮すると水IllJTl 

地としてi.'i!jjされ紐けてきた地区であったことが想定されるl
今後の』，'，J介に期待するところである')
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2 . 1t翡1::U束牛ヶ池辿跡第 1次調介

(1)はじめに

詑111求'I・・ケ池辿跡tf,I 次調介地は筑後~ dik. オ：鶴111才：束'I・・ケ池に所在する 県附叫澤備 •)f.菜筑後如IS

地区第Ii[区について成h似加年を行った結米、 1~11J'JIJ <I)及ぶlfliと排水路について辿構を検Illした為、心J/,J

介を行うこととな、ノた脳ff.対象 1fi i秘は約 1200ni 、 ， l~J1'訊HIIIJIよ平成10年9JJJ811から10JJりII迄である（
発~l!1d,\J介は U·J 処 I :が担‘りした

1J.'.J1l: 地は村沿j約12n1f't~(J)台地 I:に''・地しており、 現況は仙仙畑であった 逍i,'lil・. 血は淡茶褐色 I・.、明

茶褐色 Kが約IOc叶',i堆秋し、そのドは貨褐色粘'fiI: の地山となる 辿梢はこ(/)地山に切り込む形で検/II

された

J:!Ji()l11 

J,, 

--------~ ---
I. II似¥J火!iiI (1111V l:J 
i. 11/1茶褐色 I
J. i炎茶褐色 I.
I . IUJ茶11.lC!l1・ 
fi. 1i浪~i!l1'/1'1'(I l地IIJJ

Fig.7 餞田東牛ヶ池遺跡第1次罰査 西北隅土lf!I観察 (1/60) ()
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リ
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(2)検出遺構

土凛

1 SK001 (Fig .8、Pl.2)

瀾介I><.中央で検Illされた略Iリ形の

I戦 である 検III J立人l伽約2.25rn、

深さ約O.Wmをil!IJる,111 I: 辿物は尖

底())鉢と杉えられる縄文 K器Ji譴SJ'1・

をI.((/II I: している 城底に 5つの

ピットを確認しな

1SK001 

l:J 10111 
, .. "'一• 一•

I. Iii(.'),¥枯色 I(掲色/UIクiJt>
2. i炎!I¥茶包 I.(褐位プロ JクillI 
:J • IUJ茶褐色粘'ilJ <IVJ褐色プロ ックi.ltl
I. i:li茶色粘'ttI (IUJ褐位プtJ., クiii)

゜
2m 

Fig.8 鶴田東牛ヶ池遺跡 1 SK001遺溝実測図 (1/40)
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Tab.2 鶴田東牛ヶ池第 1次鯛査遺構番号台帳

Ill一新

、シゾ
翌

~:, 
、や

＼ 

ツ
‘ゥ
、ヽ`・

3

¥

 

ぶ
・
{
 

I
 ヽ

念
g
I
¥
 

.
f
 
＼
 

ぶ
v

＄
 

：

／

 

竺
二
i_―-――

-l-_

f

;

1

1
-e9-
」

+-
fl"
11-12n11:17

゜

II 
~ --

ーー
．
 

O
J
 
．
 

Fig.9 鶴田東牛ヶ池第 1次罰査遺構全体図 (1/300) 

12-



(
3

)
 

1±: 廿
溢
落

1
S
K
0
0
1
 
(Fig
.1
0
、
P
l
.
3
4
)

茎
竺
ぃ=-}(l)l」姿一-lU)『A7db
へ

k
fq-x-｛
i心
f
t．
注

l
i
t
4
a
s
,

9
百
ii芯ま
F
、一）、J
r(ri i
翠
茨
ま
[
g
令

-I
マ｝
‘i

l-fi-
い

I--Ju-S-
『
C
6
-
ぅ̀グ
_
-
5
-
u
-
s
t
s
T
-
i
今
ぐ
さ
‘

―~.、
芯斎... _ _ , ・
和sゞぷ』ゞ：

g

1
唇
圧
廿
涵
茎

(Fig
.10
、
一)1.34) 

(
Eと
き

ぷ

塁

戸

喜

L

は
y
l
ふ
喜
言
s
_

＿二昌
g

g

.”
氏

・y

-

[

g

g

g

l

言

き
き
｀
：
芸
s
甕
芯
斤
ぶ
な
1

L
、

g
g呈
受
）
．
竺
X
A
．ぐふ令ぐ、

S

受
J.5
蓄一
X-S)
受
}A
悶

s
,
 
4
 (Fig
.
 
1
0
、
P
l
.JI
)

さ
=l}
望
(2)

1.11111'/!! S
A
)一2)
『代
8

尽
1

5

-
A
]
竺
言

言

言

＿

い
三i 」
-
．
戸

f.
l
P
~
3
\
;

,
I想頁
ぐ
ふ
溶
き
に
笥
尺
さ
い
二

馴

4
-

．

g
k
(
3
)●●[
-
―
―
-
M
i
]
-
s
{
-
g
[
I

C
、
吝
]
声]E
-
―
-
i

垣
内
ゞ
＾
主L̀
A
ぐ
ク
が

」
—

S
-9
 (Fig
.10
、
Pl.
34
)
 〗

〗
[
[
／

0 應
〗1

L
が /

了

苫
x
-•

幸

(7
)
lJJ,,J 

fill*I ＝-二
;
t
、
9士
(=-
r
H
i--
l
F
S
4
-
U
一
苓
匡

r`
(
9h==―↑学

ま
戸
一
）
、
J
1fii 
IJ: 茨
志
〖
心
云
Aら
へ
一
．ヽ
j、
t
苓
岱
f
f→t
.
=f; I:
 ペ
滓
l-ELi入ふ占↑

[
f
A
J

ヘ

~ -

.., 釦
＾
 

；―-こ
.... -. 
＇ 
.. ···~·. ,.、...

～^、．
zゞ..,....,ク
・-" .... ~-
'"ぐ“‘

-~ 
←今≫

• ヽ

.~-・"-・・・、.• 、 i:--.. . ~、<
• ・・.,-:., 

丈戸一
-, 

r-· ·'<""'~ . ． .... , 
＼． 

. ..  , 疇

·-、 ~."・,, 争•
• .. 
、・'-・ヽ

琳
志
団
廿

(
i
呈
一
い
一(=
0

店

を

言

一
芦
逹
）

4iBl-h-― 

え
―
-
l
-

'

（8
)
・
一

--
M
-
{
M
i
s
2
j
―
―
-
l
-

•
T
S
か

P
-
．34) 

(Fig.
lo
 

~~ 
＼ 

J
J
U
H<:
3
.
l
c
m
、
号
M
4
5
c
m
t
i=-l

へ

CIC 

廿

(Fig
.10
、[11.34)

苫

x-．幸

(9ー、
二
）

9
E
-奔
父
卒

H
定）一
．
A
$ぷ
r

一―
今
委
＿
送
き
2

L
、

y
L

-
｛

-
l
↑
い
を
―
-
s
さ
―
-
l
)
心
Jifu
L
 
`、
一
A
-
=

＝
五
翠
l
i
-
h
l
L

ぃ
密
~
~
1
d
:

h/Jiiぶ

―-fi-
4↑い(±fl]

l~
J
,
f
j

ざ
j
/
_
ミ
[
や
ヘ
ヴC.。
一
(
)
-
i
=
l
-
＿
宝
醤
―
}
『

4
、
望
i
-
g
言
i
.
i
--l

腐
言
）
j

翌
藤
’
「
-
）
茎
言
言
―
一
喜
ゃ
こ
ふ
―
―
五
l
l
-
#
-
-
）
『
T
、
ヽ
t
-＝i
:
い
未
f,

=-
S
1
-
M芯
t
l戸
r
jAJ 1
/
i
i

岱
1,
7
2
A1
-~-,．-
f
がo
f
o
-
X
-
1
i
~

、

N
d
t
[内
ヘ
ヤJ
、
淫
l年
k
i
i←l
f
Aい3
)が
c

＝エニニエ

．． ミ ご
• "''">. 
I 
... ~~... ~ 
Nぷ』、．令・,
シ兌．

-: 

.
9
 

I• 
•. 

一(>n
1
1

F
ig
.1
0
 
曰
田
濁
廿
7
}ほ
涵
写
料
1

浴
窒
麻

圧
廿
涵
茎

(1-
11
)
廿
呻
113• 

:
s
s
112 

l3 



(4)小結

鉛111求'I:ヶ 池~I 次，淵代では皿構として捉えられるものに限 りかあったが、 辿物は辿構や＇& 含~··1 から

押吼文K器を中心に；tt料を得られた SKOOl /11 l:jll物については本文中に辿べているとおり、尖底と 考・
えられる辿物でhし）VJの内い段階に位i怜づけられるのではないか l&含K、1中他の判IJ利又 l沿;i;Q)施文につい
ては比蚊的却利の桁Iリ文が斜位に施されてお り、IM関の中ても新しい段階のものではないか また、 格
{-11<1)判IJりか施されたも())か3.,.'.•、 Ill I・. しており 、 diiJ~/11Lの判l)f,わ文 I:器の中で,,,辿跡では/lI I. 頻I父とし

ては1閲い）jである

Tab.3 ii田東牛ヶ池遺跡第 1次鯛査出土遺物一覧
S 番り H別J 岱情

縄え I:沿 外

l (I関 1/, 小IVJ
---

・.~ ―--3 I~u~ 甕IIU

帽t1:1.:1 * 
t:r.ur.; I¥ 

.,2:; I—-
l製品 人形）i ? 
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Tab.4 餞田東牛ヶ池遺肪第 1次鯛査遺物観察表 ( i~f~l.l.1 111 、 ' Iよ ,111111/f , 1 IJ欠llll

迅情 一Fi11塁、置・ 俯り Y,#J, 悩悼 H ~r り 1 llfo 岱沿i 底It 丸(I I傭 8
一 -― 縄文 1沿：｝ --社- 一1-/』tRil/lSK!Kll 10 I 001 
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3 . 鶴田束牛ヶ池辿跡弟 2次調介

(,)はじめに

即 II虹I:ヶ池追跡釘12次瀾ff.地は筑後巾人~'i=鶴 111'f'. 虻,~・ケ池に所在する 県党hill場将f~ii I Jr梁筑後東部
地区第12T:Iズについて試1~1!,J.'J1t を行った結果、掘削(/)及ぷ J(1i について辿構を検/1\ Lた勾、心淵介をfrう

こととなった 調介対象r[ri利（は約：3000nf、幽介JUJ1/IJは平成10介lOJJ !J 11 から IO}J30llj~である 発掘心',J

代は l'.中・J炎 I:が担‘りした

I~ れド地は鶴 1 1 1 束 'I→・ケ 池辿跡第 1 次油~1f.の114隣地てある。Jふド 1:11'1は1次瀾介とHじであるが、仙仰棚

の）＇し礎守で辿構 1(11([)多くは破壊を受けていた

(2)検出遺構

竪穴住居

2SI010 (Fig.11、12、Pl.5、(j)

,JIJ介Iメ：北端で検II-¥したl翌穴fl-.Ji1:・である 検/JI如14l.f約2.9111、,H北H約I.'I~Ill 、 1trt11深さは約o.m> 111 
の長）i形プランを111する 肌 I.にはfUりの建材とぢえられる炭化した木）iを検/11している 1 u•:· 中央に
はイiが糾まれており、＇かの役 11を来たした11]能竹がどえられる よた、北束隅にはヘッドかh介した痕
Uが力り心受けらiL、1ti収l繁には）1{ l)..J l熾か拙ら~Lている /11 I・. 辿物は縄文 I.器、 l・ 帥器央、甑、Jiヽ、 ミ..::.

チュア I:器、焼 I・、Kし¥11/il{i成I]J'i、)ぅW内 1り炭からは弥'I.I: 器・,M、小lりjィ1製品がIII I・ してしヽ る

2SI010 ツ'//.

t、ニ
//、’‘‘

――--UI0?.'1:1 

一.・-_ ___,; 

、/

Tー I
p!Klr11 

~ 
h 

; l I 

~,r·1 j:k茶//1色I
~. i,k茶),/¥色 I
:1 i灰怜悧色粘t'i1 

l:l.()()111 

d 

゜

ヽ

緊
やそ

一h＠
 

J
 

a
 

ー

（
 

，
 

7◎ ,t 
/II V ~ 

,‘
 

'l'/."':";、( 1.lk贔褐も1
2. ik碁仇色I

り/,•;内I'.腐
I J;l.10111 （一勿 ,I，，，サ．砂笏クグん

I. 成!!.¥I火色 I:
~. i:itl料し¥(!!. ,~ 
： !, 淡l•k.茶色 I・一 汲化H

n" 
~ Ill 

Fig.11 2SI010遺構冥測図 (1/40) 
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2SI010住居内土隕

―― I ""— J 
石組み

[
D
 

l:!.:!(hn l:l:.!0111 

0筈こ
Im 

一
2SK005 

1:l.:!0111 

、ロ
／り孤こい亨／／

I. I・'k:し¥I穴色 I
!!. i次IJi!!.¥(!•. I 
: I, li/1/I¥J;A; 色l
1. i;k!,¥¥1火色J・lfk剃1¥位l軋）
~'・紺1\J)、’ 色 l (i灰茶褐色 I.ill!

Fig.12 2SI01 O住居内土J廣、石組み、2SK005実測図 (1/20・1/40)

土城

2SK005 ffi!{. 12、Pl.ii)

,Ul,J i'r I><:'I 1•Jどで検Ill した I)版で、格とし穴状辿

構になる nj能性がどえられる プランは桁Iリ
形を用し、検Ill南北及約I.Gm、東西lと約J.O

mをiHIJる 深さは約0.19mである 北側城Ji(

は袋状にオーハーハンクしている Ill I. 辿物

は杵無であった

llll 

(3)出土遺物

2SI010 (ドii.c.J:3、111.:34、:3Gl

縄必 J-.淵 (1-8) Iは無文 I・器で1人llfliに縦

位の条痕か人る 2 -I・(i・7は判IIり文 I・

器で、）lfi I: にfりIXJ,< iを多く含んでいる 2-

1 (})外 1f1i には人朋の+r~Iリ丈か施され、 1)、Jlfliは

ナデられるいずれもl血文）f I(りは俗1位である

(iはII秘部片で1れ線(Iりに1'/.ちKがる 内外1/11

共に山形文が斜位に施される 7は外1(1jに柚

) j Iiりの山形文が施され、内1(11はナデられる

5は11縁部Ji・で施文はなく、内外lfli共にナデ
られる 8 は11~~111', ·であるか、内外1(11共にナ

デにより fI. 上げられ、 i訊以の部が外1f11に

残る

I憎Iii 盛 rn- , ~, 9はI1(1*破n・でミニチュ
アの11J能性があり、 II絲外1(11(/)・ 部がヨコ•)

デ、 他はナデである 10は小IWO)兜で、 II縁

が1ヽ．んている 11糸点部をヨコナデ、 ft祁内外
1/11はナテられる ） lf1 I. は約選されている 11、

12は甑で内外1(11共にヨコナデで、日は1り1刈ィi

を含み、共に焼成は良好である

ti 

闘，Ij, '• I q, . . 忍•' ．， 

: ［I' 象 -:4り［］念，；＇、
:I 

且菩恐へ哀ふ o •, 蕊I.'・.'t羞・・・:
I: Ii i 

U::d - ~ ¥ _) /J_ 
H 

、 1 一
HI 

I:! 
(I 1(1<・111 

Fig.13 2SI01 O出土遺物I1 (1 /3) 
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Fig.14 鶴田東牛ヶ池遺跡第2次調査遺構全体図 (1/300)
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‘‘ 

。

11km 

Fig.16 2SI010住居内土塙出土遺物 (1/3)

S-2 (Fig.18、Pl.36)

縄文 I・器(~~) I l枯祁())(vli.)ヤで、 11¥線(1りに1'!も l:がり、対峠ISは比

較的丸く仕 I:げられる 1J、l1fli は ナデられ、外1f1iに m1 •1 文のJljllりが

がほぽ横）jli1Jに施される 胎 I:には多l1lのfり1刈イiを含む

S-3 (Fig.18、Pl.36)
縄文 I:?.怜 (25)外lniを桁lり文(/)り111利がはぽ横）iriりに施される 1J、J

l fJiはナデられ、器収は 1:lmm と）•tい。 Jlfi l: には多r,tのfり1刈ィiを含む[

S-12 (Fig.IS、Pl.:36)
珈↓（樅 (2G)、,Mの）d部n-で外1(tjI・. 位にヘラl'JIJり、 ド位にヨコナデ
の i~:,J椛が残り、内 1/11は ヨコナデし 焼成は良好で1J、J 1 fii は淡絲灰色、

Fig.17 2Sl010住居内土凛出土遺物 (1/2)外1(11は淡111/!k色である

S-17 (Fig.18、Pl.36)
陶磁器 (27),·,~ 設の糸1.IIIL I I径4.2cm、:｝紅1j1 .5cm、底径O.~km を iJllj る 内而と外lfiiの!・.部に淡紅白色の

釉がかかる

茶褐色土 （ドig.18、Pl.:36、:m
縄文 I: ~怜 (28-40)押吼文 I.器で、JlflI: にfりI刈ィiが多く人る 28~ :1'1 は外1(11 に山形又が施され、内血は

ナデ ｝血又）f1i1]は+ill位か)'jI・ 斜位になる :l5-40は桁Iり文が施されたJl[II\リ・文 ,~. 器で 、 :15·:~6は l I絃rr,m・
で、瑞部を丸く仕 lヽ．げる。+hiI I文は比較的小さく35は斜位に、 36は横位に施す 37-10は楕Pl文を施し

たれ11,~以：I. 器で、 :37は小悲：38--10は人）彫の桁11I文であり、内血はナデ，施文）iiiりは38・40が横位、他

が斜位である

陶磁器 (41)緑釉の陶器1lllである ，、 底径'1.4cmを測な内rfuに深緑の釉を施し、見込みを蛇11に釉をか

き取り.II跡が残る．． 外Lfriにはi'I緑色の釉がれj台外lfliまで施される，
石製品 (42)!.C¥11/,l{iの最IJJヤである［玖IJ月It1(11の植l化が沢會しく 占い時期のも())の11)能件がある，

トレンチ (Fig.」8、Pl.37)

縄文 1-悩 (tJ.3-48)43は外血に山形文が施されな施文は柚位で1J..Jlfliはナデ）14 -17は桁円又の判P(~が

施 さ れ、 116は楕 Iりが小ll~で様位に施文される 。 47は 1 ·1緑部片で、かなり外J又し、 •,ii( になる 11f能性が考え

られる 桁Iリは人邸であるが横位に施文する 内面は柚）ilr1Jにナデる 48は底部片で平底である 底径

7.2cmを測る外而に山形文が施され、内rtriはナデである，

ィi製品 (tJ.9)結晶片府製の1沿L「である。糸II:穴の、い心距離は~tr:定で2.6cm、・1rまで1.7cmをillllる。
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Flg.18 その他の出土遺物 （土器1/3、石器1/2)

衷採 (Fig.18、Pl.37)

純文 l器 (S0 -51 ) 外 ,mに却けの朴iPJ 文を施す押I\~文l:器で内lfliはナデである 施文）J Iiりは斜位である、
胎 I・に多1,,のfり1火J石を含む焼成はややイ'{,lである
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(4)小結

鶴111斗.i.'1・ヶ池辿跡第 2次瀾介は 1次心!J*-に隣接したfJ,',Ii'tでは,,';j」2m f'i'(})台J也I:に形成されている 周

辺地形を兄ると、 2次遇介西側と北側はt如心$9 Iii f'i'の谷状J也 Jt~になっており、推定古代'i'f近が怜j.化に走

る 1次瀾介束側と怜j11!1]には伯Ill地I-<.o>集俗かりいる

今1111の瀾介では竪＇パイ u.,:l棟、 I. 城 1J,~ を卜な辿Hりとして検mしているが、 1 次 ,J~1't(/)辿構と合わせ

ても1(11栢に対して辿構検Ill数は少ない 辿t/li0)密集地は，淵1f.地，,.'.(から1+1東に{r,在する東部地Ix辿跡/ff
（筑後巾f心11集、 27集）に）1翡lするも(/)とどえられる 以 Iヽ＼竪穴11:1,りに関してれ:I: Iりi兄を述ぺる
検/1¥した呪火11,,,;. は比l叫を1+1・化にとり、ヘ ノト ~K迎構、 fi:Ji,:·内1城を,;北li'i'しており Y≪I・.には建材と：衿

えられる炭化物を検IIIしている (I. 屈規佼とJjfu,は、 II¥I: 辿物からどえると占Jftll,¥代に必‘りするであろう

しかし、~.\~~なも(/)として1「Jl中央で検Illされたh糾みO){fNである 11 J,,;・.lt11lijは鶴111'1・・ ケ池れ 1次,Ji¥J
介がhわれており、故 I・)):;.(/)縄文叫UIOJれ糾み炉を検II¥している h材や糾み）jについては、はtXl11J様
であり、検/IIレペルもほぽM様である h糾み 1'1 11' も 2~,:村の中心線から末にt;I・ ずれており、 fl・屈と
ィi糾み(})関係については判11t深い;ct料となる

Tab.6 Ii田東牛ヶ池遺踪第 2次馴査出土遺物一覧
S・ 番り ItりIJ i:a,1 

I 一2 閲文I沿 n -—--I r.1~ 閉 覺、翡外

:1 I ,1111 /I.I沿 SJ. 

一h製品 :J.¥1/Hiりり）I¥ 
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(2)検出遺構

竪穴住居

S1001 (Fig.20、Pl.9) 検出住屈の中では最も東に位骰する。検tJ.I南北長軸約4.65m、棗西長約3.55m、

I未 lfii深さ約0. 15m を瀾り、長方形のプランを用する 。 主軸はN-33•・E. 住）呂•中央には炉と考えられる追
構を検出したが、炭化物などは確詔していない。埋土は淡黒灰色土。南撲際には住居内土堀が掘り込ま

れ、小型の鉢が完形でI.II土。埋土は淡灰！、I.¥色土。住居柱穴は確認されなかった。住居毅士から売:!ILL:器
片、邸杯吼J:器）ヤ、黒曜石浪11)ヤ、床碩i下から免堕士器,Jヽ片を出：I: している。
S1010 {fig.23、PJ.10-12) 潤登区巾央に位消する大印の住店である。検出茉洒長約5.9m、南北長約

4.5m、J和Iii深さ約0.27mを瀾る隅丸長方形のプランを呈する。t翰はN-7J'・E。住居内四隣にペット
状近情を検Illし、ペッドは地1l1J'j1Jりだしに好干の整地をして形成している。また、中央に炉跡を検ti¥し、

柱は1引本柱である。南猥際には住居l勾士激を掘り込んでいる。床面検Iii時、投げ込まれた石によって七

器が破捐された状況と、赤褐色粘土と協杯型上器と不IJJ土製品 （土製支脚？）を検Ulしている。このよ
うな赤褐色粘土や不IPJ:l:製品は他の住居では全く確認されず、炉跡以外にもかなりの範囲で焼土を検/!I
していることから祭儀W1行iiが行われた可能性が考えられる。道物は仕屈授上から売型：t器片、鉢型十．
器｝ヤ、硲杯型：I.:器片、器台型：I.:器片、壷型土器片、 土師器灯明Jill片、杯片、染付JIil片、陶器播鉢）ャ、砥

石をIll土した。1主侶内士檄からは史型：I: 器底部片を出土している。床下からは炎型」：器）{を出土。
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Fig.20 S1001遺構実測図 (1/40)

ー26-



＼ ／
 

＼、 ／＼  ／
 

＼ ／
 

‘ 0 ゚゚゜ 。 U ぃ[) 。,....(? 6) "'~'7? 32 へ~い。 0 0 u-
＠ @J足o 0 0 8 9 G 。。

◎ "'゚C) @ Cl 0 @。 o畑。°゚ 0 D I I 

Cお(、□竺⑲ぺI,。）。°。°。/。゜ I 
◇ こ CJJ ヽ0 ¥.V ごう

0 0 0 応

Q。ロI• Q °0 ゚゜ 0。。 o ゜
o 。 ゜

゜ ゜ ゜C) ＼ 舟 C) 0 

~Q - .,. °。 ~\ 0 0。 °。 /
0 0 

,-1 L -;>-I ¥ A (: パへ ゜
° 0 G゚ 0 ----

oo ゜／ ; o゚ U o@  。 0 
) / 0 0 o 包 — 0oa R D ヘ¥"----.._ /'  

O 0 

゜⑥ 

I '  ,.'<o.., r / 

’彩<:t) 

~/ / 0 !Om 

伶ile, 

Fig.21 鶴田西牛ヶ池遺跡略測図 (1/200)



＼
 

z
 

／
 

.I 

／
 

＼ 

一

＼ 

一---

;.:;:・3 .Jc尺ーロ J 

0 

口~:三
-____ ,, 

c
 
0
(
 

邑 ,'， o":Civ 
ヘ

(o(sx= 
('--.::/ 

Q~ 
SB045 

C), 

'-.__..,, 

'・
 

＼ 

ー

0 ,-ー •一-~-

／ な％ ^
U
 

戸）

/"、、
,,.-

J・,.,,,. 
~O· も りc、I

lo 

'::) 

C
>
 

⑨
 

ー
◎
 

ヘッ/-

¥
-

ヘ
~ 
~ ・

゜

t
 。
g

@

 

0
6
 

゜

.゚/ 

゜ ゜
乞
9

0

゜

I~ 
- ---

心
0又
含戸、

•も沢／

〉＼
／
 

い

｀ 
('. 

~ 

~o 

゜o。
CJ(;) 炉 o

0 0 

゜y ¥ SB015 夕"' 羞()
I 

／ 
涵/ \J~ 畜

C) e 

~ 

゜
c
 
凡
)

じ
() .§) 

も
~ 

Q
 ゜

o
g
 

>:>

OQe

゜
◇
。

， 
.,,.,....,..,,.,....,.----

-
-
-

／
 

｀ 
円g.22 鶴田西牛ケ池遺構全体図 (1/200) 

／＼ゎ

゜゚ ー、1

゜ ぅ
‘‘ 
O ① 

w 
() Q 

、←,sxonン＇ <l 0~ 
こ＞

゜＠ ＼ ヽ
SX04こ7、， -゜ @ 

iヽ o•s 
""::,. 

◎ ゜ い
l
-

-

i

 

i
 

l

l

 

-

l

 

l

l

 

l

l

-
{

O

 
i
 

゜
>-

ヮ， ◎ 0 ,; 
゜
戸 ,‘

 .f・ 
<1 

｀ ‘ ./ 
,,,,.---ヽ――-／ 
／
 ／
 

.
／
 

l

,

：

/

 ／
 

l
 

[

、
l
l 』

]
 

ヽヽ

／
 
羹

sxoos //  
、ク
/ 

-----一---

％
 

`
)
f
 

グ
，

k
‘
 

lo
/
 

気
!Om 



翠誓
剛ぷ繕e貼IIt ,._ t 

·I·\ ~ 

q
 

R
 

5
.
9
 

ー
一

書

•-_-9-

... 

0
 
• 

• 
9

ぐ

灸

[

g

.

｀
 
ロ

-31一



S1025 (Fig凶、 Pl」3) 関布区西端に位骰し、 ST030を切る。検出南北長約3.Jm、東西艮約5.7111、J未

面深さ約0.2mを測り、 主軸はN・78゚・Eである。東西にペッド状遺構を検出し、南陪際には1主h限J土墟
を掘る。中央に炉跡を検出したが、炭化物等は確認していない。また、東西に2本柱穴を検lllしている。
遺物は住居覆J.:から壷型土器Iヤ、炎型土器片、鉢型土器片、科杯型土器/j・、器台型土器片、ミニチュア
土器、鉄製鎌、 メンコ状土製品、J:製柄杓片、不明石製品、床面から甕型土器｝ヤ、不明石製品、床下か
ら吏If/上器）j・、炉粉から土器小片、仕居内土城から鉢製土器片を出土している。
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瓢

Flg.24 S1025遺構実測図 (1/40)

S1030 (Fig.25、Pl.14) S1025・SJ085に切られる住屈で、東西長約4.7m、南北長約6.Jm、床而深さ

約0 . 2m を視I） り、主軸はN·3o•・Eである。北東悶と南西関にペッド状遺構、I飢登際には住居内土城を掲
る。炉は検出 していない。f,l:は2本柱で掘り方は布掘り.壁際には壁,Jヽ溝が巡る。遺物は住居覆土から
売型上器lヤ、鉢度土器片、壷型土器片、器台型土器片、石包丁、不明石製品、 l米下から土器片、住居rJ..1

t漿から土器片をiJ1土している。
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S1035 (Fig.26、Pl.IS)S1010の西側に位置し、 SB045.SJ3ll 5、SB120、SB125がりJる長方形l))j"国で

ある。検Ill南北長約4.3m、束j/_lj長約S.95111、床而深さ約0.2111、主輪はN-53'-Eである。i主1..:-北辺に東

西、南辺に南北に長軸を持つペッド状遺構を配骰する。南東ペッドの一部が地山ペッドで他は1滋りを
したベッドである。南煎院にU:居I大ば．堀、中央に炉跡柱を束西に 2本検出した。また、猥際には咽小

祁が巡る。政物は住I討閥L:から央氾上器Iヤ、鉢型：I灌．器Iヤ、科杯型土器）ャ、支脚別」滋片、壷咆：t器）ャ、
器台刑土器片、心V-1石製品、床下から炎嬰七器Iヤ、支脚型土器）i・（投十．中の支脚と接合l、住居1J,i-1扱

から竪型：I: 器片、焼上塊を出上した。

。-・=-・ ．．．デ―ーア

1,11 

一,Iao 

$1050 @ 

oo 

嬬賢• 氣I

疇且国 。
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Fig.27 S1050遺構実測図 (1/40)

S1050 (Fig. 切、 Pl.I6) SB055とSB060に切られる隅丸長方形の住居である。検lillti北長約3.9m、東

西長約2.7m、l和爾深さ約0.lmを測り、 主軸はN・45°・Eである。南墜際に住届I人J:l.:城、中央に焼土を含

む炉跳を検出した。また、墾際に壁小溝が巡る。竪穴住居群内で最も小さい住居であり、ペッド状逍構、

柱穴、貼I未を検出していない。 遺物は住屈覆：tから壷羽土器片、央刑土器片、器台ti~土器J';が出土し、

住届内J:.墟からの迅物は出土していない。

S1070 (Fig.28、Pl.17)諏区叩洒に位骰し、大部分を撹乱されていた。検II¥南北長約2.2m、東西長約

3.lm、床而深さ約0.23mを龍9る方形を旦する住居と考えられる。主軸はN-31°-Eである。Iii、西携に小
規校のペッド状遺構を検出した。南破際に住居I勺土坂、柱穴は不明であるが、床碩i完掘後に2本の柱穴
と考えられる迫構を検1.llしている。1,£<下ラインは掘りすぎている。南西隅にSX072を検tllしており、近

構検Ill時はSX072が住居を切っていると判断したが、住屈•西側ラインがSX072まで延ぴており、住届に
付帝する施設の可能性がある。遺物は住居毅：ヒから売型土器片、鉢型土器片、裔杯型土器片、壷型土器

片、メンコ状士製品、休面から売型土器片、鉢限土器片、科坪剃土器片、 '.<JI!型土器片を出土している。
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S1075 (Fig. 28、Pl.17、18) SI070の北側に位骰し、京部分が撹乱を受けていた。長方形を呈するプラ

ンで検出面It長約4.Sm 、 束西J~約2.7m、床涌i深さ約0.2mを測る。主軸はN-43'-Eで北東隅にペッド
状遺構、南撻際には住居内：I滉員、長軸に2本の柱跡を検出した。遺物は住居覆士から甕型土器片、鉢型

土器片、支脚型土器片、高杯型土器片、土塊、鉄禅ペッド」：から鉢剌：L:器Jヤ、亮型土器片、床下から

甕型土器片、住居内J:漿から秘杯型土器片を出土した。

S1080 (Fig.29、Pl.IS、19) 潤査区lfj西限で$1105を切る長方形を呈する住居である。検111南北長約
3.47m 、 東洒•長約5 .7mを測り、床は2面検Iiiし、深さは約0.25mと0.45mである。主軸は主軸はN-

61'-E、住居北西屈で2枚目の床面からペッド状遺構と考えらえる痕跳を確認しているがプラン等は不
明である。柱は2枚目の床面で東西に 2本、炉跡を中央で検出した。遺物は住居税土から吏型土器片、

i饒型土器片、器台型：I:器片、鉢型：I:器片、染付、阻器、 1枚目のl未面から甕型土器片、鉢型土器片、ミ
ニチュア鉢、 2枚目の）未面下から焦曜石石鏃を出土している。

S1085 {Fig.30、Pl.19、20) Sl030を切る検出南北長約3.85m、束il!i:長約4.95m、床llii深さ約0.15mを
瀾る。 主軸はN-60• -Eで住居北辺と附辺にペソド状遺構、術壁際に住居内上吸、 1:1 1央に東西の 2 本柱を
検出した。平面形態が不自然な状態で、住居が3粁程度切りあっている可能性が考えられるが、検I.II時
での確認ができなかった。迫物は住居覆土から喪摂土器）ヤ、不明鉄製品、床下から甕翌土器片、住居内

土琥から炎型土器片、 鉢型土器片を111士している。

I S1080 

゜ ゜
o◎ g 

@~~ 
＂^ 

2m 

四 m

ー 一 二 ／雇勿ー グ／／雇/／／／／ 一 三
暑

12釦
b 

一

Fig.29 $1080遺構実測図 (1/40)
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S1085 

£11-

゜

Fig.30 S1085遺構実測図 (1/40)

S1095 (f'ig.3J、Pl.2LO、21) 滋究区西端で、多くを撹乱され住屈の一部を検出したのみである。検III

南北長約3.9m、東洒長約3.2m、床面深さ約0.2mを測る。主軸はN-27'-E、酎束隅でペッド状遺構、

南殷際で！登小消を検/Jlした。遺物{;J:{ 邸杯型土器｝—r、鉢限土器片、器台型t器

片を出土している。

S1100 (Fig.31、Pl.2」) 潤在区中央で、住居南半分が投乱を受けている。検Ill南北長約3.5m、東村長

約6.7m、9未面深さ約0.28mを測る。主軸はN-60'-E、東洒に不定形なペッド状逍構、壁際には猥小淋

が巡る。遺物は住｝因覆土から史型土器片、鉢型；I:器片、床下から土器JヤをIll土している。
S1105 (Pig.32、Pl.22、2JJsrosoに切られる長方形のプランを呈する住居で、検m南北長約4.45m、
東西長約6.8m、床而深さ約0.2mを測る。主軸はN-31°・E、東辺にのみペッド状逗構、南陪際には住居

内土城を掘る。柱穴は住届内では検/J',していない。堕際には横小溝が巡る。遺物は住居覆土から央型J:
器片、壷型土器片、鉢型土器片、ミニチュア器台型土器、サヌカイト製石鏃、石食IJ、ペッド上から亮型

」：器片、床下から炎型士器片、サヌカイ ト製石鏃．住居内土撰から器台型上器片、史翌土器片、鉢型土

器Jヤ、焼土を出上しているc
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Fig.35 S8045・055・060遺構実測図 (1/60) 

S8110 ( Fig . ~8 、 Pl.28) 晶げ枢:1ti端で検/11した J1/IJ x I IIIJの建物である

柏 /IJは約3.25mをilllJる ）i位はN-7°52'59"Wである ，辿物は,ti次 bから鉢

） r,~I : 器の完J移品が/JII・ したのみである
S8120 (Fig.3H、Pl.29、30) SI050を切る llllJ X I 1/IJの建物である。Hi行

約3.3m、梁行約2.75m、+ii行())}jfヽ［はN 18゚g'l(t-wをil!IJる、ftグ(d0) l:/11 

から杵痕とぢえられるものを検Illしている，辿物は柱:/(r1から 1沿怜l'i.、柱穴
bから央）軋 l:器） ，1．、鉢J利 I· ~怜 J'i· 、 1','砂訊~I.器）ヤ、 fl:、/¥(、からI:器片、 fl公 d

から翌利 I:器片をIllI・. している

S8125 (Fig.]!)、Pl.2H、30) S1050を切る I11¥J x I IIりの建物である。tli行

約3.25m、梁行約3.0m、Hi行の）i位はN-12°9'18" -WをiJIIJる 各ピットは比

較的浅く、辿物は柱穴aからダt闊 lヽ．器片、杵穴 bからダ！愧 I:器Jャ、鉢）t~I : 器

片、柱穴cからfl改 dから売型 I:悩）ヤをIllI: している

周溝状遺構

SBOSS(a) 

•>
12.70111 

Im 

Flg.36 S8055 a (1/30) 

SX005 (Fig.,tO、Pl.3 L) 1V/J ft Ix瓜l村で検mした，迎構の規校は外径約4.8m、内f-t.約3.05m、消の,111,I約
0.8111-l.lm、深さ0.25m-o.:JOmをilllJる 1./\'•1 <lのJi.fl紺から焼卜を含む雌 I:を確忍した 溝1)-Jでピッ
トを検/IIし、 Jfll,-_はJ火白色粘 I:を多く含み、粘 Lu'(Iこには売）ヤを/1:¥Iこしている また、ビットrtiで紺色

粘 Lを検/1¥し、粘 1-.除1::後、 ミニチュアの鉢を/IU:している 他の悦 I:中辿物は焼 l:J鬼、 i炎黒）反色 I:か
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137~,, 

1:i~ は頚部1111rillが明瞭な炎で、外血はl仔耗のため,l.11,J腋はイ澗j 仏JllliはIヽケIIが人る。IIH部に浅い沈線
が巡る。133は外而にハケti、内l川にナデを施す 焼成はイ＜」もである

,f1i杯股 I:器 (134) 外rfriは縦Ji111Jのナデ、内[(Jiは/IケIIを施す。胎Lはよ く粕選されている。焼成はイ<
良で外Jttiは明橙茶色、内而は淡紺褐色を',iする ．，
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拙台閉1:悩 (135) I I綽部）tで、内外1(11ともにハケIIを施す lJfi Iには小砂粒が多く人り、焼I成はイ；良
人脚片~I ·悩 (136) .:j,1[雑な作りでlりlみのあると脚で胎 J.は牛1'i選されており、 M物痕かいI父できる 内外

1(11にナデを施す 焼成はイ＜良で内外1(iiともにlリJ赤褐色をげする

ィi1ii品 (I:37) イヽIVJィi磯'II',でlliJさイ1等の知か
S1050 {Fig. S7、111.~7) 

·,1'1i'利 1 ~器 (l:!8) 複合11秘',.1'1(て、 11綽が11、J側に/11¥1111する 外1(11は縦）j向(})IヽケII、11紺端部外血は横））
向0)ナデ、内lfliはハケII、11糸ぷ端部内側は柚）j向にナデが人る 焼成は」・↓'1[-で、淡貨）火色を111する
ダ訊~I.器 (U!ll I I縁hl!IIIIドにf如か人り、 IJlnJ部かりKらなしヽ 央で、 14"祁外l川はハケII、内1(11は縦））向に Iヽ
ケIIか人る 午体的に焼成力が良で』れ格が小鮮lリJである
器台吼 I:器 (110) I~:」！りJ_で f料II外 lfli に縦 /jji1J<J)1J虹い I !1狼がクいる.,I'、JI川は縦）j向(})ハケIIを施す
S1070 <Fig.57-58、Pl.17、18)

、•1°1渾 I沿怜 (11 1 ) Ii'! 繍出で、丸底を＇仕する )jf; ,. ぷ小｛少粒が多く人り、内外 1!11 ともに I ヽケ II か施さ ~l る

央朋 I.岱 II J2-l 17¥ l 12は1本i'ill外r川にタタキが残り.11縁祁は縦）:i J11Jのハケ11が人る (+. 名11仏J1(1jはハ
ケIIが施される 淡貨褐色を＼！する 113は1本部外1(11に縦}j拍J(/)ハケ11、f,j¥部,1、J1(11は斜め）ili1J (/)ハケII、

11粘1J、Jlfllは柚）jli1J ())ハケIIを施す 比牧nり地い t胆\~て、淡茶褐色を',!、する 1,1'1は外1ri111命ぶf,J辿よで縦

h向())Iケヽ 11、1木部1J、JIiiiは斜め）; Iiり(/)ハケII、11料I'、Jl(IIは柚）f11り(/)Iヽケ IIを施し、淡貨褐色を惜し、外
l(lfに黒.U[が残る 115は11絲部J11¥1ll1が明瞭で、外l川のII粒 ・祁にまでタタキが人り、 I'、Jlfliはナデを施す
焼）jしはややイ；良で淡b'tl火色をばする I l(jはII枯小片で、 11枯外lfliナデ、内1fliは横）jliりのハケIIを施す

1'17は丸）J¥で内外1(11ともにハケIIを施す
鉢,r.リI悩 (lt18-IS2) 1'18は11'部外1(11にタタキに似た I"1 し~hが残り、ナテm している I州(11は柚）ili1J (7) 
ナデを 1J瓜す 11~)はく 'Y I I絃をもつ外で、 11縁）1111111がlリl瞭である ,Jl,J 屯冬は 1(4,q~のため小ll)J ISOはく'jら11

粕の外で、 H燐IS外l川は11杖部までハケ11、底部に近い部分で）ヽケ(J)ような 1:具痕が残る I人JlfliはハケII
を施す 内外川iに!.1.¥1奸が残る l!'i2は11籍部が1れに¥/つ小i利の丸底 (・,1°1()で、外1(11底部からH,部(})111! 1111 

までをへうケスリに近い「Jし狼が残り、 i本部の111!1111 から ~!i部にかけて斜め）J 柏j(/) IヽクII、II綽部は縦）J
向(/)ハケII後、横）; Iiりにナデを施す IAJilliはハケIIである

i¥'.'必吼 I器 (153-15,1) 15:{は脚部）iでlf1托がti・しいため，~i,J 閉夕はイく IVJであるが、 llfi I'.(よ粕選されてし、7..,

I ;,~Iより』剃部）I(で内外血ともにハケ11を施す

l製品 (If)fi -I !16) 共にメンコ状,.製品でダ~n である

S1070床面（ドi).?.!18、Pl.18)

・,M吼I器 (IS7ー1;58) 157は外1<11J11l 1ll1 Iヽ•平はイく定）jii1JO>ハケ II、内1(111よナデ、 11縁内外1(11は柚）iiiりのナ

デ 158はII象点が11'fに近し¥,,・ ~」 I·.かりをもつ・,1'1}でか,,rが薄い 焼I戊小」ぶで，Jt.Jt~は小1リJ

$1070住居内土壊 (Pig.:i8、Pl.18) 
應利 I・僻 (15!)) ダt小Jヤで、 II舷)11!1111が明瞭である Ii村.t(/)ため ,J,',J 柩は1~ヽ部外1(11 にハケ II が石Jf~でさる

のみである 小（沙粒をi'1:「含み、淡J.l'i褐色をばする
針消~I 沿炸 (lGO-I (j2) I c;oはII緑を端部を1J、Ji対させ、 1本部外lillから底祁にかけてミガキ、ケスリとも捉
えられる 1:H狼が残る 内f(1jはハケII後、ナデで11.I. げる IGIは小開の鉢で、 !'1'-部外血にケズリ())よ

うな l頂艇が残り 、II糸点内外面は横）iiiりにナテを施す 162はミニチ3 アの外で外1(1iをハケI.I、内1(1iを

ナテて，J/,J整する

S1075 ( Fi/-'.58- 5~J 、 Pl.18- 50)

・,1°1(/り1疇．僻 063-168) JG3は1木[HI外1f1TをI'ケ11、内1(11を斜め）!i 1i1J ())ハケII、II紺外血は縦）」1i1J(/)ハケ[I、
内血は斜め）; IiりのハケIIを施す 165は底部が凸レ ンズ状を＼！し、 イト部外1fli縦）i IiりのハケII、内1fliはハ

ケ II 、底部はナデで1J.'J)j\~する 1611は無例j-,i°I(でII総が内側に人る 1水祁内外lfliをハケII、II紺内外lfliを

柚}fli1」にナデる 1 66は丸底 (/)·~',f で 、 球JI祝を＼！．する 外1f11は内外I川ともにハケ IIを施す H-i7、168はく

'j,:1 I絃の・,/1(でJJl1料11飯火径部分に縦）jliりのハケ 11 、 i,t,.1~11 1く位に柚）iiiりのミガキが人る 1J、Jlflf 1・. 位は横）」柏J

のハケII. 1.-平にイ汎定）j向のハケ IIを施す 2 、1・I,( は l11J ·1t~I イt(/) II「能性があるが桜合伯lがない為、あえて

<>2 



別図にしている

央Jり1僻 (169ヽ 175) LG9は外1(1iを斜め）'i1i,J (/)ハケ11、')ヽJI川は横）jflりのI ケヽ 11 170は外1(11ハケ11、内

1(11はナテ 171は11紺端部を内側に摘み I.げる 外IHIは縦）ili1j0)ハケ11後、柚）J 1i,J (/)ナア、内1(11は横)j

l••J ())ハケ11を施す 1nはII糸点部11111111が明瞭でf木部外1(11ハケ11.内1f1iはイ＜定）」1i,J(/) -Jデ、 11糸ぶ外I川は縦
Ii 1i1J (/)ハケ 11後、横）J 11,j(/) •)-テを 施す l7:3は休名II内外1(11にハケ11を施す 171はJIM部），1で内外1(11ともに

ハケ 11を施す 175はJi邸馴で丸底を',しするも(/)),,~ えられ、内外,rr,ともにハケ11を施す
鉗り 1・悩 (176-186) 1 76から 1 79 (よ 丸JJ\ 0)外で、 1 76は（木 {ii~外 1(11が焼I成II~にひぴi'ilJれしている 内外1fli

共に。） "r, 淵怜 177は加(iiをナデ、外血は）杓托により小叫 178は1位Ii外lfllから底部ををケ人｀リを施した

ょうな I.H痕が残り 、内lfliはナプを施す lィ、())範瓜itに人れてよいのではないか 1 79は')こり ~(11,l,:;I/)lif部

をhする鉢で、 J/(;"IIS外1(1iから1位:110) 部分にケ人 リのようなuし4iiか残り、内1(11はハク 11後、ナデか人
る 180は IJ\部か似 く、｛本部外 1(11 は焼成II ・H- ひび,'~)れ をおこしている f,j,. れ111、""から))'し部にかけて、ケ

ズリ())ような I.Jし痕が夕しる 内1fliは小定);Iiりのナデ 181は人ふり(/)外で、 II~ む紺かjt:J/1/てII柑部を.,,

」IIにイIIげる 内外lfliともにハケ11、外1(11I. 1.1.'.J~Lか残る 182、18:lは、.,・,,とも捉えられる小J¥である 外
lfliは縦）J li1J (/)ハケ11、内血は11枯部が横）j柏J(/)ハケ11、f,ji:部がナデである L81は無}{[ll)史で休祁から

II~ ぶ部にかirて11'1'線(Iりに1;・ちI・.かる 1木部,1~外1(11ハケ11、11枯部は柚hj11J (/)ナrか人り、外血には、'.I.¥.UI
か残る 185はく字にl)IJ< tii. で、脚i・lさrJ)nf@ヤIがある ,1輝 l~l をナデ、外1(11 はJf'd(のため小明 18(うは小

l彫I)鉢で、 II秘部を外側に摘みIllす 焼Ii父,f」じでliHto)ため ,1'Jt~はイ,IリJ

I叫4ヽ削 I船 (187-189) 187は外1(11をl1ilJ(IIを施す 188、189は脚剃部で188は内外1(11ともにハケ 11を
施す 1 8~Hよ 2 ヶ所に亦イLが施され、欠m部分を復)~すると 4ケJリf"r/)r.l'.fLか想定される 内外血ともに
ハケ11.·~'l成はイ,1:tである

l殷品 WlO ~ 191 ) イヽけI粘 I塊で、 190は村i選された）If. I. で淡貨褐色を＇心する 191は淡鉗褐色である。

S1080 (Fig. 60、Pl.:,0) 

·,1'(,}り 1 盛 (lfl:J ~ HM ) I I冷如がく‘図こllll(・,/1(で、 llh部に女IJみ11を施七外1(11はハケ 11、l人llfllはナデを

抽す l!l Iは"*点が似に近い l°i.らIがり <I)・，i',べで、 1位訥外l川はケズリに近い IJ頃かりいる ~ I U,~ 祁は,,、J
外1(11Jし に t~Ufliり(/)ナデを施す

釦り 1船 (IH5-20 I) 195は‘ん）rio)'I'· Ii(外で、介休(1りに !J.\J火色をり1 し 1~.1 く焼さ締 t ってし 1 る 外l川はハ

ケ11であるか、底祁付近にケズリか人る ,1、J1(11 tよ r,~,なナデをJ血す 19<.iからW I ははば定JI加）丸Ji~外て、

196、197、IH8は焼成時のひび,fflJれがりしる 196外1(11をイ'ii£h1i1J (/)ハケ11、内血はコア‘りて(/)ような IJし

によるナデが残り 、底部には!.I.WIが残る ， 1 97 、 1~)8は (t- 名IS I'・半からJi(部にかけてケズリが人り、内1(11は

心~}ji/1j (/) ナデを施す 200の外l川はハケ11後、ナ.,.... mしている 斜め）」Iiり(/)ハケ11を施す l l!J!l、201
は薄いつくりで、内外而をハケ11でイI・ Iげている 共に 1-.帥器外の範貼に人るも())である

S1080柱穴 （ドi)!.60、f>l.51)
笠iリI悩 (20:3) I I枯部小）「で、 内外1(11 ともに~~~)」 ,,,jのナテ 淡荼褐色を',tする。

外1¥リ!I悩 (202) 小利のく‘図 l希点になる外で、内外血ともにハケ 11 で淡 ~Iし褐色を ',tする 。

$1080第 1 床面 (l~i,:c .60、 Pl.fi I) 

岱\~I 盛 (20 1 ) 'ド底の史で、内外1(11ともにハケ 11 外血は淡荼、!H色、内1(11は淡条褐色を',しする
釦利 I樅 (205) ミニチュアの外で1111に近い 内外1(11に指lll'L痕が残り、ナデで,JM屯化する 、I.IはktかりKる

S1080第 2下床面 (Fig.60、Pl.51)
・,1'1憫 I器 (206) 19:3に近似した浙で内外1(11にハケIIを施す IIH部に刻み11をhする
ィ製品 (207-208) 207は不lリIゎ製品で}f~れの対Iか 208は黒11/Mi製(/)剥JJ',狐で扶り部分を J―}対にイ乍る

$1080住居内土凛 (Fig.60、Pl.51)

糾軋 I.悩 (209) 小片であるが、 f,j¥M外''"に様）j柏j(!)ケズリが人り、 II紺は斜め）1 Iiりのハケl」、内血は
柚）jliりにナテを施す

わ製品 (210) 2LOは碍Iイi製品でlf'IイI(/)知か

I製品 (211) イ,I月l製品で、悴状(/)もので穿イしされたような痕跡が残る

印
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Tab.9 竪穴住居一覧表

Tab.10 掘立柱＂物一覧表
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Fig.73 主要遺構配置模式図 (1/400)
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SI 105 SI085 はイi乎分を盛り l:!Iii, i ,J、/,:'I"分を地1l1iii1JりIJI し になり 、変WJ的な構~)ji/で
_ SI 100 ある

Cil nヽ'i.
SIOIOては 4料 lを検Illし、他は比抽に 2本Hの構成である しかし、小Jりのイl切であるSIOOI、050、11, 
人町II.りてあ硲lI 05からは札火を検Illしていない 111佛辿跡7り・fl),りではイLJ.t:外の1H北にピソトが設
けられており、 SIOOI、sl();i()、Sll05について bii屈外に杜を伽えている11f能.,.,,か杓えられるか検Illに
令ってし、なし、 また、 SI030の村‘パは東,,りに消状に 1A1I り、 11l1J端を深く掘り r~bl汁 I.穴（イIi1~1! り）としてしヽ る
(.I)~\t: tJヽ111/f

7棟1/)i I: ・),りから検Illしており、 1棟からは{i(1認でさなかった ii'l,1 はS IO!iOのみ1恥；•令]11 を巡り、 他は

111114・,ljがIJIJくも0)や小さしヽピット等を検IIIしてしヽ る また、 イ1:J.1:1J、JI・城とI})関係につし、ては、接粒してい
るも(})、淵れてしヽるもの~1:a~<,= している

(S) 11.J,1:・1J..J l:JJ&c 

I 0棟のイ 1叫•:·から検Illしてし るヽ 令てIYJh li1J {/)り'lI況1で検Illしており、 l:JJ俎卜部に},Is:{/)f辿化1(1jをiかたず、
JII{ I も il=Ji•:·f(l Iとl11J様である..::.とから11.1,,;')、J<I)'I粁冷IIIJに{r{I-していたとどえられる 1史）IJ II (Iりを）'!{内

, 9 

lti'蔵；や/1¥人lIに伴う梯［の,,l/i'i';が,,n.必をlリJ仰に収付ける：i't料はfi(I'.,必してし、ないが、 SI0:{5I.JJ府からは111tj
端に小ピットを検Illして¥,1る

(Cil lU,1木

SI050以外の11:いからはr,見化1(1iを持つI和(tiを検Illしている Sl080については 2J(IJ (})使化rfttを確賂して

いるか 、 h奸~)(} > J和(Jjではfl:火や灯を検II¥しておらず、 I和(IIも111111りが激しい状態で検Illしておりl和(tiとし
て必識Ill来るのかは疑1111である
(7) その他の施設

SI 035 <I) .Iじ東隅ペット状迅柚にビットを検Illしている プランが1リ）fれを',tしており、 他の掘姐I:建物

(/ J,j:J穴ど、Jf;ばなしヽ • J1 や (1:J,1:・ 投 I・除L・後、ペット li(I認\IIかに検II\ してしヽることから 11:Ji•:· ,J、J(/)施設の11fTJEt'I: が
JI I 

ぢえられ、 11・ 木rli,'!. 野辿跡 1 :~5 り 1恥； ~1:での検/11例とl11J様である 1史Ill11 i'Iりにつしヽ ても 1i:野辿跡でのtu
化から，，化，梵論じられており、 Jt;載.1呆竹施設(})11Jf尉'Iが指摘できる
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I I 
I I 

(D) SL080 ----------I I ， I 
I I 
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(D) SI040 1 
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I I 
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(*I l狐J'ij且跡 l.2.:l I l.12.16. l!J.21 :; ・(Ll,1:・IllI: il1物

7. 即 11,1り牛ヶ池辿跡
IヽI

淵花地は狐塚辿跡から束1Hに約900mの地、1,',i.にあり、如11辿跡から.It束に約600m GIJドr.附に）J叫lする
辿構にI関しては闇Hf.Iふlり寄りに密集する特に 1；加I・.時代後期を中心にl粉,'({l:,J,1卜、柑!11:f I紐物が検111され、

II~ 

叫女期の I.'炭なdill、j辿跡としては狐塚此跡、 I磁数森ノ木辿跡、 111佛辿跡での瀾介例がt.U:1i・されている

先述した辿描、辿物のtll~'..から蔵数森ノ木の \'-VI に該‘りするが、蔵数森ノ木では複介 1 1縁<J) •,,'icの Ill

I・ 頻）虻が翡く、 t糾11としては狐塚辿跡に粕似している，． また、以前から狐塚辿跡のIllJUI区分設定にI対し
1111 

ての前後関係の疑1/IJ.'.'.(が指摘されてきたが、『り11111り牛ヶ池辿跡では辿物時期111/i¥が狭く後期を令1本的に位

括する辿物召料が捉Iドできず、 器11f!の系滸守を追える粁料従Iドができなかった 八久: di~仙l辿跡1tr.で(})
紺年では、 SI025、070/11I. 辿物が屯岡llI期の後にくるft料になるのではないか しかし、辿物の扱いに
ついては令てイ1:)11:-投 I:辿物であり、辿樅のグルーピングによる糸i'i呆との時期淡が狭い範pりであるが'F.じ
ており、辿梢時期の判断ついて())危険ヤIは否めない 瀾 1l:IIS=<l)辿物l栢菜のグループをある .f'r:)虻~111んで収

りI・ げる~·}、綿密な峠）j法を取ることは辿物を 11渭に '!'.IJI祈し取り扱う絶対条件であることを痛感した

また、周溝状辿Hりが 2),~検mされており、 SX005については、溝底部にピットを検/IIしているが/11閥I(
トとの前後関係を掴んでおらず、 .f11!I: も1火1'1色粘 I:であること笥、イ~,リjな点を残した，辿物は1本部にポ

タン状の貼付がある供が特異な辿物として堺げられる

近111:rJ)迎物も多litに/II I. している これらは撹乱 (1ft'機で!411られたもの） /II J. やイ況定形の J-:!J廣からの

Ill I: であるが、 18111:紀後半から ~·~,f~にかけての行料である その中でも I:製のf料kI: 製品については、
illll 

久留収Iiで中Ill;(13 !II: 紀）の Iこ器とIII I. しており、瓦器焼）戊等)(/)窯近具や l・・ルに1関する迫Iしの -fif{とさ
れている しかし、今1111/II I: した棒状 I・.製品は近111:0)辿物と/IIl: (・ 部撹乱のため現代辿物も況じるが）

しており、イ寸ぷf物痕等を観察すると、かなりの似iilu!. (1000゜ 以 u で 2 次的に熱を受けている •Jiや、法

hしがK邸から小）けまであり、久留米市の11I L: 辿物と•種辿を代にしている。
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i、-iùt':
,.~ 

衿
酪
去
」

19!)3 

-
9
之
l9X8 

97; 

990 

[
）
 

86 

D
)
 

70
 

9<l6 

~190 
989 

-
9去
2

1985
 

IH!H 

む
8

貪ョUi-＝-I巨茎
」
室一i'Gl
dil11¥, 距
竺
t
-
―
~

,

J
,
\
―
芝
一
i
f
i
-
＝
S

7
!
l
M
!
 

N
,¥

一子一i1.t(f~lHt 

1!>8.! 

き
さ
竺
i
「
--ljn=
,.~ft 

M
v
n
 1liJ I
~
S
-～i
H士H
-．
」
「-
J
u
f
r
{
U
-
7
竺
S
-
6
U
[

」

｛
l
-

｛f
1
茫
ご
-
i
芦
．
一
・(
l
_
．
f-
＝
-
[
-
7
X

｀
苓
全
n
.
­

f
乞
至
f.
//rJlf Jtl! 
一
入
巨
V
H
i
'
v
1
J
 J
 .. 
f`Fl= :r r
l
i
'
1
)
竺
呈
＄
3
-

法

A
/
•
さ
(
l
-
b
f
f
i
竺
一
い
一
9
9
6

ミ
n
,
U
I
「
」
g1
u
1
.
+
H
1
.
:
.
t
;
i
t
を
二
き
〖
＝
＝
さ
l
l
l
s

―
季
吝
m
」
「
l
-—)
，

l」
r
-
芸
圭
ゞ
X
I
XJ

11
・1AJA U~filf 

｀
冷
玲

9
0
 

!)9 
999 



T
a
b
.11 

日
田
固
弁
7
}ぽ
涵
零
圧
廿
厖
茎
ー
E
泊,

．

44,
 

_—. 
i
-

ー

ー

至ヽ奎宝
冒
'
,
—

鳩
ー

i
まl|
 

承|． 
i-|
 
疇酌，＇|
 

も

a
.
f•
U

.
|
ー
_
＇

•FW 
I

`

,

＇| 

•1,l-

.

|

I

 

宝

g
ご

.＇|. 

言

誓

4

ト
・
；
―L
5

-―茎
Hfl

虻

g

I

_

1

 

奪憶

•[ 

ぞ

、MLア
2

7

ー

1
,
＇
．． 

iー

―
-g 

ー
[
〗
/
i
|

！

二
-:;.; ·~I 邑 , ~

・，

輩

:., 

浸
ュ
ご
き

-
1
9
 ...... 
—| U
芸

＇ 

鳩
っ
{
-
~
i

字
1
-—
N
i

疇
1
9
-

．ぷ

E
f
r
4
1
-
[
C
 

|
 

↑↑一
5
L
a

•• U雹
1
1

二
5

配
E

n--hn[l↑
 

呵 ；；I= ·; ; X I •I I :; -
H
 

ごC一）'" 

、

'
,
i
_

ぎ
U
g-C 

g-g 

.
1
|
 

g-店
き
二
る
9

-g:; 

gき
翌
I
 

-UAl-

／
 

|
＇
 
ぎ一―}

ー

ー

ー

aA
――
，菩

Ji Iピ

,

'

|

 __
 

↑
]
・
一,．
 ー

I

ーニ・
2
5
 

旦り「ー

•三
二
云
エ
ー
品・1
,

.-= 
•9 
J

f

 

:::.Pd~ 

~ 
・・-

こ
苔
・ー，
．．
 
ニピ
E

•• 
I
 
:合
-ua

ー

ー

ー

g-．C
 
|
 
g
 
|
 

ーを
l
-

_
 ．．． 
ー
＇

鳩
x
t
r
A
1
-
．ぷ

|
|
＇
 

配

t--
王
『
J-u-l-

g-U 

|

ー
冷
4

一＿
．E|
 

5
M}
二
U

g
f
r

之
二
O

•• 

|

|

 

一
之

--l-
|
 

ー
一
之
全-g 

g
 

；

ーき
i-

ー

ー

ー

て、
9

ご
l
[
i

|
 
戌
4
1
-

．Ei

囁

4
U
O

_
|
 

雇

A
n
u

T
 

…
ミ
ぎ

_
1
1
,
 

．．
 
i
・

}
ヤ

|

|

 

乞一
ー
—

乞一
I
I
.
 

冷|
 
、iA湊

．
 
ik
iい
[
;ri-

,
'
|
 

至ぎ

”
し
「'K.fu
u＿

.^v
u
.
3
-
．．
 

h-—-'] 
u
 

_

|

 

さ
-
_
h”
 

之一

,
＇
ー
，
＇:
 

鳩言
．;

i・巨
|
 
：
 

ー

＇

芝
l
.
-
1
E

||＇’ 
―-＝l
5
-

ー
j

[

 

ー、l.
l

-

揖
ー

”

11.-
;
 

ぎ

|

ー

_

_

 

色

—|_’

J 

ーるこ

．
 

宝言漫
9

9

,

＇
_
|
 

z
 
ー

三

,'．''’
I

I

.

 

i
ア

..l
、

l-
応
一疇|

|

 

釜

,．
 

層
i
ヤ

P-l-・ 

f
.
t
f
r
 

ド
ミ
之―――-
浸ド
雹
隕

．＇ 

5
-
．
 

n

I

I

_
h
 

茎
H
字

,

_

 
．．
 

|
＇
 

積

•IIIl 

-̀‘l-
潅鳩膚



9
2
 

□ 1 可

:,l 
I I I I . I I I . . I . I I I I I 

,1 ］ II[ ：Iま1:"1手
I I ! I I I I i I I I I I I I I I I : I I I I ! I I I I l 
' I  I 

. : I I I I I 

'1 1 " 1 『|き •i『Ii i 11?1!1『I; : I Iをi「I三IきIi I ! き苫 ; ,''! , 

！らg gる:! : l| |：；：： : ： r : g ： る：るI:！ gg[［ ：呂；ミら云gg ！：|： i | : | ！ 
I鳩i『：：ニ9]］］ 字鳩鳩浅 ；言］］濱:ゞ:I=1ー含：翌1字鳩＝ニ|<-］F i三I干|こ/1

|
 

ぞ
翌
A
9
-
．笠

... ’
9

|

 

竺
二
芽

言一
．姦

至
き
．芸

,
'
ー

l
i

之
乏
一



9
:
1
 

； I 
I I I : I I I I I 

:111[1口 1111



ー

文6

-

-1
t
 

9
6
-_
 
9
 

-ir『-

ー

1
1
|

|． 
さ
―
竺
之
二

K

5

 

:--1 ep 

E

9
L
 

,
 
．．
 
1. 
ミ
n
.

t
1
_

”
 

H.gi 

迄

姦

H
-

庶
縣
巨
奏
懲
蕊
苦

aて
～
廿
胆
田
雹

Z~
·qe1 
忌
一よ

ー

u-

し一

y-



111 ti() lぶW, 枯f・J鬼 り:12----- ... . 纏■ t--- -
,_ ,- t- 1 

Iり Iii t関晶 枯I塊 ＂ぷ！
I --.- I 

Ill 此 I. 製品 粘 I・塊 O:ll 
- -・ -1--

"ヽ""'''"'i"印 iいり u:+ 外 IK氾--
一

,_ 
SIOltJ11 J,,:1り1鴻:,() 1;1 皇l¥tI~» 甍 1w:1 I 1~ 

-—----SIUIU 1/uhl,'iし :,() 閲 叔II(I~:~ ¥1,l o. ~ I llt~~ll 
_,. —--双） 恥 ;/1!~\ I応； lirl l~ ふ II給部"'

閲 t¥i 社り'!I. 岱 訃 IM,:! 

5() 郎

—·'-— 
.t-'¥I t.i~ .~ IM,I I li 

;,() 6り FlwiJ llll 1Xi7 

:~, ill 尉iJ 1111 !Mil! 

:~, 71 llil:r.1 売 I収i I l I ,_ 
―••一

I一 一ヽ●
印 n liWilli りし/1 070 

SJW:, ~~, 7:! —I—i ~ .品—- 凪/1 (~1\I 

"11 71 :,Mil r.: .,,¥! rm ・130 I ・1,0 
:ii i;i ,iii ~t I R:l 伯ヽ ＂お ：団） ユ -=1==111誓
51 7H 、/if.~1 I・a:, ij; l~Ki '11,U I I~ 部 I~

51 i7 ・ut¥11・ 甜； ¥ill IW)~ 'IH.U -------.. ... —-- ．． 編・
r,1 ii¥ 湯I!¥!.I船 、M IM>I 

ーHT.ii. i・ --1 
r,1 i!) 烹 IM);l l';!()し1. ~ 
;;1 XII 鸞~i u~ 売 IX)2 IIW 

fil Ill 畳~, l'.ili 甕 IJOI 

51 氾 甕~! I. 悩 史 I)れ6 .!W rf.Ai 2べI

51 心 鸞~tu~ 覺 1111 11¥fiil}i' ．． 
;;1 lj,I 甍削 If.l 甍 01r, :12 /』'(t,じ11・

;,2 郎 甍I¥りl.船
ー 甍• ー ・

01:J ・;111.U 111"祁II 
—ー.. .一・一

52 郎 外h月：岱
.ヽ外ト... 

⑩ '2(i.O ,,.,..~,; 
一•一 I , ● 9 • — 
~~ X7 外形 I柑 ()(18 '200 I.I紺郎I¥・-'-・ 52 郎 仇彬,.a:; H t)jt) ・1:rn 'Iii I 1~ • 一-・--—-52 8!) 札形I・芯 外 Oil 'II I G.5 n蝕 11:11...:,_ 

—―ー・

詔 (~) 鉢HJl·i~ 外 I)公2 ・11 :I.I! 1:1 Iヽ:---5~ !)J 外形 I溢 $f, o~:1 ・n 20 11:i --- 1．、．11疇`Ml¥ 5~ り2 ~'!;ti M 1:2:1 紅tjヽ 0111 ・:12.0 --... • 一脚．M． ＿ l ¥ 
.・'. -, 似 ~'l,J:.i,J\1l l:i:, 晶11. 017 ・-- - ... 
/i2 ¥JI urn 1:~. U脚 （凶l '1.i I ·~ 

ー1一
si 切 と脚刑 I・岱 と脚 021 ¥1.5 li7 101> IW',i:~1 

r.i !Hi 俗lfll¥11[~~ 協れ ？ 019 
一

~~; ~ 三二戸ニビ三11,叩 1107 I閲¥/, 訥杓

り8 s,,~,'u', 
＂ 一{i~i'i/, —--4ヽIUJ/i' り祁

f,~M, 小lりJli' u:!9 ---
lヽ()J() (1~1\,1, 小IUJ/1 u:m 

-,/,ti¥-! -I 叫岱；i 叔 ： :~~ -----・I. -・I-・ニ I'·~ 、~~I',--... ――・ t一――il,t~i. I岱 淑• —··--臀Ml沿 覺 01:l'.111.2 
I—.. 

甍削 I船 也 011 ·~t CI 
甍Iり1沿 覺 ~ I "l(辺 Ilk¥祁 IヽCi_ .... ,_  
鸞111I沿 費 UI() 'l¥l.l1 ヽ II樟陥 IヽH

甍りり I :~ 史 Uli'Hill - -I JfthじIヽ11---甍~H沿 ~ lllS '1511 I J柑紐 lヽ8
• 一._,, 

烹I¥H:岱 甍 llllJ・110 llU郎 1ヽ'!I----111 聾~~ ·J :眈 甍 O~I 
112 甍111u. 甍 UII '5.R 底邪 1n

ー •
QI() "5.1 b℃ ~61\ 

一甕1¥11:粉 甕 OIX --• 一――15 μ彬 L岱 n (XII '1:,0 1¥1, 0.1 1バ！-—-J(l A形I?.S ~ 00』1 1~5 77 18 1i1.r・;、.:Jt,
17 s~ 形L?.11 n (X):J ・1r,.o --IK $H~ I l~ 外 (XI~ l,!X ・（ぷ ・1:1 11\~n~ 

19 tい彬I岱 ~~ CXll ・r,x u.l ・u I t;J I~::.·1 .,. ア
一こ

20 沿fl咽l・R:i ~:I-fl （郎 61 

21 i;t,~ リl:aP iu, CK~) ・% I •ti 

-95-



I I I I I B・.r ・！

t 11 
i 11 ! ! ' ~ 怠
I '= =-・ 

l:：:;;[；；：；：:：；二a'澄I!!：!：i/／／i!!：i!！：;弓;；;／／／:；;［!！:|：［／／／|：［;!/／／i/／／II;:：I:I:Iうと 、i, ：！:[: t 

::1:1:1:1:1: :1:::1:.:l:l:1:・:1:!:.:1:: :1:1:!:1:i:J!:1:l:l:1:1: 『!:!::
l 

L !Ii 

sw[-5 

ニ・し・.。
•. 
J
 

(

f

 

き
竺

●

●

●

-

.

.

.

.

.
 

l-W=l-

..•..• 

＇i
 

＝邑竺

ー

．．
 _••11• 

I
 

I

塁
,．, ．．
 
1
 .... 
-

-
l
-
}
8
[
-

～-

I
’

ー

l-E[-h 

1
,
I
.
,

．＇ー

百
I

3
 

,．
1

,

 

豆
竪

ー

ー

＇

l
k
=
[
l
~一

'
I
H
3
 

．ー
．．．
 •2

3
.
（
一

.
1
,
 

.
5・エ

l
H
 

;n "' 

-
i
'（
）
 

—
こX

—
ニO

11 

.
C
3
=
 

•23(

) 

•
五
｝
・
(
)

•2-
.n 

•M.-i 

l-W竺
・▼
 
.. ,
1・

二
-
w
h
r

•• 
,
I
 
ト
＿ー
―_」

_
|
|
|
|
_
 

•
3巨
一

・

'I' •
I
 

I
 

叶
＿じ
|.|
＿日
|

杢

h=-
―

•I 
5
・
(

)

5

・

O

O... 9
・

i-
．2

ご

•M2 •l-m 
•
l
5エ
・―――-

•
巨・ニ

•l3H •96 

'= "' 

~ jg ' 豆 I 互 l 2 l; I ミ I 豆 1 ~ 呂|き11

l+HニトI 1 1 1 1 1 
;;. 11;-1~I i : 11111 

翡ロニニり1~·,1 :ドl~li
"' 

り

h
l
.-
,｝・

9
G
 



咋l● . 心，ロー` ’’• r;~-nl -l_it,'l I~~ . Ol-i "I 

―U形i't:- -i~芦 (以:I- -'I IヽH

~·1,li'II I 11:i 17,li・ 0:11

トー~~I,! ・—~I I ;r.; ~), 11・ fl~ti - t, 

(.:,It'!'I I iJ~11 O~!i :l 

I.W.M, --f,', -I-・・塊-- -— I加
- ---— I~,II, l\り l:J息 I)~!(

SfOXCl 1it(~j UI ii¥1 (Kll 21 Ii -—--―-・11¥0 ---↓ '" ・,;: り；

li(I j回 lHllt'I 外

＂＂ ニ_....!E__l— I I IJ!f, えH—• 一印.... 197 ー.. ← 

SWl・li ~~ IMII cil ----—可19M ＄い9月じ (Ml~ I 

ll~I 凡りj1・r. 

“ 
Oto 'I 

3川 μ粕I岱 i~ IMM、 It.~ 
川）j Ill; 

＂以--.... --(~) 頌1

・'"冒三言[Sit凶1笥 il.1111一、r一(~I 加I 甕'11I ti'13 収~r.1;

Ii/I ~or, SHi I-~ 7~ --—:!.-:I --Iiはな形
'21 II 11紺即I-—--:!ll7 Ii閃¥,', イヽIUJ/1 (XI~ 

I~) l(≫l /i't,1品 h似 01~ 

lヽ叫:)!I,.,:内1・填―,-―(j() 公~1 9い/fl1・11:1 鉢 (MJI 

f,1) 2111 li~,11』 イヽりJI, ＂以----・"' 一 l虹 Ifり(j() m 1・'1-2,¥,', 小IUJ,1/, O<n -_.. ____ 
••— 一 -— ヽI(~)~ I t~I 212 外月11:a:1 ... 1)01 ・1 Ill r:1繕t訊------ ．． 

hll i1;1 tl,lィ,/11.Lli /1,li・ cm ・.M)O 1 lk¥lばI¥--一(~) ~I I J;lfl.~11 .:; uh IX>2 ・mo 11~, ~&I', --・ — I Iii SI IIMI ~15 覺!¥11・れ 甕 IXJ.1 .ょ:n -1 1・ ヽ一~ ~ell' — .'  
IヽI ~It, 覺1¥1l・z:1 甕 1Kl2 ·~10 11~t.G 11.1 -・---hi 117 甕~11 む 甕

＂＂ 
·~111 t litf.6 I、・r,

-―-―-Iii 2111 •rn 1・:r.1 Jj. 

＂＂ 
・11ti r,1 ~:1 —·--Iii ~l!l fH!I ;!:I 外 m~ ・1:10 ',18 ',iX I~ 

— 一—--- . 
hi :!~(I 賽1¥11':) 覺 OI? .• ふn !iii 71! I lfl.t,~1\· 

一 ••一一．．．

hi ‘ぶI 甕1¥1I: 沿 甕 cm ·~11u I IJtr,~I ・ 1----hi -.. , -•.. ― .. , •• 叔¥!Ii~ 囁 llO~ '110 1tc.~1; I 1:1 

(ll —2広.I•. ,/1<.l¥f I・ 岱｝ ヽI~ (WII I~ 収糾I¥

(ii 2~1 rm  Ii~ 外 ma 18 1,¥祁I¥—• 一・-- I ミニ・f・;,'t＇ヽI ~i!\ Aり，H・1¥11沿 {ll,li, mr1 ·:1~.11 IIはf.~l I• 
~-:lf1-~, -I閤-i -----― hi むt; 岱f1 IKH, ':l'.l 17 ・;1:1 I •:! ---. ... ~I -(-Iりw :.!27 (1~1'11'、 (kl7 :111 7 1 ftt'K. -.. —- ―••一 -'--tt .t .// (I• ~2X /1 ¥l,¥,', /,1.14 (klll ,_;; り！• 一 • 一一—-— ~. ．． --1;2 凶 ィ1~1\/, 1,101 /1 OIO 

Ii:! 公I() {1~1\/, 1"り）｛， OJ I 

一IヽIり血1111 ~—_.!!:.._ Ii:~ ＿ 2:11 (1~1\/, 1;1vw 017 —- 1,:, I 1~~n; 
~IIU511 J,,;Iり1靖 2心 ,. ~l l:2;'1 SJ. UI I 51; 

li2 公3 覺II'1 • 2, 聾 OJ.I ・1:1.2 、~G欠

一似 :.i:11 i, ti,¥/, 小1¥)(1 n1r, 

1ヽ10:;11.t ~1ェC.2 23:, /1tll11'1 lilll Olli ー Fー 1- 1 •I J.h I卜

甍¥fI: 岱Sl≪llO ~:J(j 甕 IKII ・1.10 

1;;1 ~a1 甍,~1.11.i 甕 IK12 'l~ll 

〗“血バ,•. ~-- lkll 1 IUftnH・ 
-t,;J - 239 外形l.t.,.. 1・・.・-i~ IXll ・1:11 11r, ―--.-.. -・ . --# —-- <kll II緑祁,.,!i:I ~Ill~ 形u;;---

1ヽw11r, -凶- "~·1" 1 甕＼り u:1 烹 l~ll Iヽ2

t.:I~-12 甕~H閉 帆 <KIi llli祁）i
--... 一
-(、:1- ~I .I 畳 ~1.1 ね 甕 IKII , ,.,~ii\ 

t.l rn fHJ I~ i~tKIZ 'llll llf4l間I¥

渾 Hぷ ｛邸 XII 一..Iヽ.. : .. 1 -21:, 甕1¥11芯 賽 (Kll IIN間I¥

97 -



ヽ-!1110 (ヽ・18) j-(i-;l iu; 外屁I四 $~ ()()1 
_ 10~」一—戸—|は1:r·,;形 I ボタン1人付れ—- • 一、¥OO;i &I ~17 完~11: i~ 先 !Xl:l 休祁I¥

61 2·1~ f,I.~ 月沿 “~ 007 ・210 

61 叫9 ヽ~n, l・ll'J n IX15 
ー上

;1 .. 1 O!l I 111ょii:Jt; I ! ::.-1, ・'ア
． 
61 25() ?.Ur.~, I.ii# 沿fl ()()~ 'l!l<I 

•一――

6-1 去51 :l'ift'U I閤 閥fl ()()) '!1.2 110 '90 • 閲り；

61 ~',2 U月l¥'JI屈 え脚 !XM、 7.ri IOU 'I I 0 111r-;.:. 形

Ii-I ~;i:l U糾 ~t I閉 l~ (~!I 7ti 10.1 り.II な彬
一•••一—,_,,_ .'"'""" . —·- . -

"11'(R""ff'l" ', ¥ゞDII 侶 2,'i.j i'JW 絨 Olli - - --SXO~l 閲 2茄 I帥岱i n ()()I IIけ郁）＼．
"""' ，＿．．．一 ___ ,, —• ・・ ・

ー·—•一--S¥lrni Cia 公妬 丼!tiI・?.t 1~ ()(JI 'I Ill r,1 I~ 
(ifi 公57 外形 I:i;; ~ 002 'II.II 11籍~6 I 2 

j 一~ "!l"5 一 --小-m1 - . —· 一S'¥lll7 2邸 I r.i11i;; CX)I 'i8 II¥ '1.2 I I 
饗彎--

．． ー・ ---- -・・・' 
250 I仙;r.; JヽヽUII wi 'H.H 17 ":lti Iべi

一--— 一li.'i 2h<J 磁沿 ~f,J 鉗 ()()~ •り 6 II輪~~I 、 6

I -f,-::; .、一 -- -,--1一
~J<·1n 261 甍，'りlj・岱 甍 ()(IJ 11•~MJ', ・-- --• —— t¥:i 2Gi 外形I・沿 外 0!)2 '13.0 

Xヽ')i1 I 閲•一•• ,26.1 I帥i:; u. Cl!JI ~, ——j---1..:! 
li5 ~t11I i:111:; 帆 ()(Ji I J,\~~I ,2 --
65 2応 I IJ:l,11, .,. 1し t)(J:l ,_ 一6~ i,:,i, I.loも¥/, Iii~/; I. 関晶 ()()』1 G.I ti.I 15.0 

'.-,.'(()78 I 面 ~G7 完~'{ 1:i/1 覺 O<J:1 ・1:10 

65 ~l,ll 甕~·i l:~i 甍 (X)I 

(),', i1; り 烹~11: ?..:i 児 002 
(i;, ;!70 $l-Jt; 1.i:1 ~ !X)I 'lh.O 

,_ ` 閲，! --jエ~ 271 i'I磁 桝 <XH 

27:l 11Jt:1 小冊 002 '!Hi 2'1 __ , 

l~i れ3 附岱 •,i! 00;1 
- - -

旧 27-1 川岱 l1/M- 001 '10.0 

till 
,_ :/:!75 7ti 

ガ9入関品 ,~ 00:i II Iii :/.・I 

曲 ―ガう••ス'N一i¥/. VI (J(lf) '11(1 

Xヽ叩I I閲(;(, 2n I帥m: f~ CX)I ,,.,,.11)¥ I 火f~カ・？

SXtl\l~ i7ll 1・"11閤； 外 CX)I 11給祁）｝.. , .. _ 
言
一27¥l I帥ぼト 甕 O()i I U•fo~I\ 

• 一
U切 I帥船 火外 <Kl:l '15.5 I I 
-I Ml船- I q, イしあり叩I イヽIUI品 C)(JI •加，4 h¥椛112,._ -・ ・- _,, .... 一— --・・ 

!W, :!112 i'I紐 鍼 007 '141 5¥j '90 I •ll 
""'" 紐i:1● ,_ ,  ・ー 000， 

(;{; lll:l 術f,)UII 'IW :rn ・1:1 l、3
咄 叫I 出沿 外 ()();, '100 Ji'Cfft 11~ 

一 ・-
怜41,I関11, 叩） 57 175 ri.K ・祁欠

••• 一 "● 9 

IN!..1製品 ()Ilk 5.2 ・wn 51 •祁欠--~l\7 l'~i'o/, 惰札 I製品 OlO (;;, 1¥0 151¥ 祁`欠
一 閲欠m 28!! l:'1/,1, 憎状 ,~1.1. Ill I I¥.() 7.,1 31.() 

一S',(~1 1 |聞 l8り 甍内 I:沿 甕 001 '2,1.0 11mBJ¥ 

~.x· 印 t沿 出1() 1:r,u硲 if ()()l! '12.6 ·~.I! I :1 —, — 
(IX ~~JI I r.1)悩 I綱 ()()9 11械部Ii

悦i はり2 n凪 nu o:l!I 

磁悩・ — ,---・ 
閲 公}3 1111 0:11 !l.li 20 r, 1 ~ 舟
08 i91 紐器 DJI 11:l¥1 '!l.O 2.x 'Ill 

一・
'IJ.~I Iヽ6f.>8 2り5 絨悩 Uil 035 '21 o 3.2 

tt;H 一 公ki 紐岱 肌 032 ・130 :1.2 'KO • — ． 
bll 2¥17 磁i:1 011 0加 '11.4 ~~ 'tl.~ 
一 一邸 公旧 紐応I U1I 033 ・1:t.0 3.li 'l•I ・-・ ―-・・ 一--一閲 2仰 紐船 1111 o:J.I "13.11 :t,i i.:1 11給r'lll:11,1欠

—• 一
, __ ,_. 

一Iii! :J(J() 絨岱 1111 ()'. 佑 J’,~A’~’~I\ ’ 一 "" •一・,,,,_

lill :m1 磁船 Jf、'， 0加 HA 2l 2.5 1 lieRい,.,;.:・- _,,,  ●● ・ - ー・
Iii¥ , —":"i<r2 一 磁g;i 染f.t嗣 0~1 1i ーl・パ．． 郎．．）． ＼ ．． --― (i8 :Jo:l 絨硲 ~fJ嗣 02~ '17 b'(Ml'1 .... .. '.. -・・ ・・・ ・ ’’’ 

(ill :ro1 伍i:i 染fl鍼 01り ・:,11 |—- 11~f.l紺(ill 105 紐沿 02:1 '11.2 5.5 '1.11 田•一一
,_ 

~l,Jlli! 
--

[,I¥ 沼Hi 磁沿 02・1 '10.(l 

1-~- :101 磁i~ 、~1、l 紺 02!¥ ・:i.!I 

98-



j I ii lo~: H~ 互 'I

: ::1:i:1:1:l:l:l:l:l:i:!:!:!:::::l:::1:1:1エ1:i:1:!:l:::l:l:1'.1:1:1:1:i:1'.1::::;i:・:l:::::::::i:1:!:l:!:l:!:l:l:!:1:1:1::1: 

／ ］  I 

9
9
 



1

1

/

／

 

)
0
 



5
 • ft.~[LI 

,+:Ji±¥ f
fJ 

・
芭
一
『
一
ぃゞ

逹
臣
茎
翌
2

努
』
＿『
チ(

1
/
2
,5
0
0
)
 

0 



(2)検出遺構

今'"'は西悔近の路線籠認のための調介であるため、 '11然のことながら道路跡を検111している 囮IIJ'I・ 

ヶ池追跡第2次調介で検出が在想されたが、 1リj確な此構はft(I渾忍できなかったため、令体図のみを報{'rす
る また、水路和と地内で I:戦を 2)駐検/IIしたので併せてmi片する 以 r・● 、鶴ITI~ヽ l>i{ノfり辿跡の検11¥辿
構を辿構種別ごとに，記載する（

迅路状遺構

SF20 (SDOI・SD05・SD10) 

今'"'(})閥介で『fli,認した近路跡である SDOIとSD0!1が、それぞれ,,りと東の側滞にあたるとどえられるr
また、路盤の中火にSDIOが縦走しているが、近路との関係は確認でさない SDIOの残<r・する深さは、
L, い大で0.25m程である 側溝の断,m形状は、東西ともに火さ</J)l れた逆台形で 、 わ~(めて小咆冬形である 。
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Fig.76 土凛実測図 (1/30) 
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土嘱

SK02 (Fig. 76・Pl. 65) 

，船J1tlがの北端西寄りに位ii'tする ,'I傭l形は、ほぱ11]形である 規松は南北2.3111、求西1.7m、深さ

O.::!mをはかる

SK03 (ドig.76・Pl.66) 

瀾1f.区の北端 1Jlj~がりに位iri'.し、 SK02<1)111.j隣にあたる、： 'I勺ft[Jf~ は、 I偶丸）j形である 規校は南北0.6rn、
如'40.8m、深さ0.65mをはかる

(3)出土遺物

今j11jの曲代では I:師僻・ tl'i忠器.J{質 I:器・陶磁悩をIll・I:した J 以ド、 IllL辿構別に恨店する

SK02 (Fii.c. 79・Pl. 67) 

ば1μ器・須）糾器が/11I. した 1• 2は」．訓i器の翌である 1は11絃部が外）又し、 2は緩く外）メするII 
縁部を丸くおさめている

3は利（忠器の杯社である ｛本部外 l(ti にイ渭IJ瞭ながらMふI~が必められる 「林‘求」ではないかと、思われ

るが、 一又字めは「北」 ・ ・文字11は「柑」の11f能性もある ） ・文,r: は：文・;,:11と比ぺて松U.:にhかれて
いる 111_ し、イ~,リJ瞭なため似lボしていない また、 1J、Jlfriは（此として使JIJされて平滑になっていて、県痕
も忍められるC ~ は須忠器(})咄tQ)t本部である ， ,•,'1j台径は 11 .(km を iJIIJ る r

SD02 (Pig.79・Pl.67) 

凡1'1I: 器がIllJ. した 5はJ.L質 l船のすり鉢である ）ヶ所にIIが残イ{:しているが他にあったかどう
かは心リlである
SD03 (rig.79・ Pl.67) 

lL質I:悩.ll&Jt必器が11I I: した。6は比nI・. 器のすり外である 1ヶ所に11が残(fしているが他にあっ
たかどうかは不明である J 7はI'II滋の合r-t..i. である 1木部外lfiiに只Hによる施文が必められる0 8は、
染付のIIILである 内底兄込みにh韮文されるが、図柄はイ"リJであるc

(4)小結

辿構の報僭文でも触れたが、、 '(11:)111'I・・ケ池辿跡節2次閥発では,,りi/iJ.迫I彫述0)辿構は明確な形では確認

できなかった，溝状の辿構の中には、道路側溝の11f能性を否定しされないものもあるが、現時、1ばでのlリJ
確な判断はつかない，辿構令休l'XIを恨1'i・しているので、各加(ljからの御教ぷを JI~われれば、~;いである。

ここでは、伯111木），,{ノfり辿跡筍 l次淵代での成呆を中心にtrI二(/)杉寮を成みたい，現在のところ、筑
総 Ii内で籠認されている西悔追と息われる道路状辿構はTab.I :lv')とおりであるし今1111の閻在で確認さ

れた路線は、山ノ）1: 川II辿跡と紺111ti I diノ塚迎跡とrJ>IIIJにあたる側i,Y,'の断1(11形状を比牧すると、山ノ
JI―•川 1 1追跡では比較的逆台形の If~が樅っているが、伯Ill木）;{ノfり辿跡ではIiI部が心リJ瞭になり、随分と
JiJIれた断1fti形状である印象を受ける

よた、 IllI: 辿物から誼路側溝のJII¥没時期は、 8C後‘ドを中心とした年代がかえられると息うが、今lttl

の閲介は道路側溝のごく 憎I)を1hdったに過ぎないので、今後の周辺瀾介の結呆を踏まえて，，没論すること
が収災であろう。

,, り悔近の路線については、木 I'"良氏の研究がJ北状ではもっとも説得）Jがあると忍われる (ill: I)筑

後市付近の路線は、筑後市k.'1・'..条 • 熊野・ 1)1filW)字Jド路 （およぴ巾地）の人字界の延長をそれと衿え、

筑後iii内は大‘沿俎数の lケI所でii'i'iかにht!1111する以外は、ほぼii'(線に走るとしている。また、筑後市内に

比足される必野駅は人‘灼i1Iil!'J庫路付近とされている。

路線については、市の中央部付近では西寄りの人‘汀llJjlを辻'"'するとした紅見もあるが、今IIまでの
発-tAt!湛代の成呆を！！（｛らし合わせると説得）Jに欠ける なお、今IIまでに発掘，JM1Eで確必した‘「,;近クラス

の近路状辿構は、すべて木ド氏の1ffi定路線 KでMt認されているc

また、紛野駅についてもl11J様で、筑後中学校）せ内述動場建設の際に瀾介した羽犬塚り道辿跡では、大
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叡）柑I叶 l建物が確必．され、人1,to)!,!,111l I船かIllIしている 人'!"Iよ「東」(/)才：が1りかれて1,,るか、 t.L't

忠器(/)J小1小部に 「［」 ／罪為 t~「］」と息われる県，'l・も飢＆し てしヽる

今1111(/)』,'J1tでも、',!.¥,1r I・. 沿が 1 、•.'.i. /11 Iしている こ(/):,!¥11~ I· 悩は'i'i近(/Jffl訊 とどえられる辿構から/11I: 
した、 tJ'l忠悩の!1必：である ' iO~、つまみをも つ タイプである 1木部 I・1(1j(/)怜削りが施されないところか
ら、 8('中引から後 'j<.(!){「代がり・えられると息われる !,! I Iりは、イ池JIリJながら「H'ぷIではなし、かと息
われる この!,J.¥11l (/) 1)-す.Q:味は現状では'l'IJ然としなか、 flt令期に 「林」がIo) U (1は知られており、そ())

あたりがひとつのuf能ヤtをぷ峻してしヽる(/)ではないだろうか tた、 「＇求」は役lリi吟 <l)瓜味をHつこと
から、 「H 」 氏が秤.PJ~する役所的なもの(/){({1をどえるこ とも11J能である。いずれに して もJJL(1は-!ltilllJ
の成をIllない

なお、今1,,1(/)恨:'i・にあたり、!.!.¥,I) (/)'l'lj I; り~d.っしヽては）訊I,){.fdi 文化ふれあしヽ館・人•、:1,/(.f di教介委L!会・

).＜ヤJ(.fdi di史船~~の16h))を得た ,+;.'1'ではあるが、 IIじして，射紅、をKしたし 1

~I 
I ~i'J'• 「 , ,,u~どJI佐111,J,.贔郎iJhi,li.!念溢り、 1978 
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7. 鶴田牛ヶ池遺跡第4次調査

(1)はじめに

当追跡は、筑後市大字鵡Lil字牛ヶ池に所在し、襟高11-1201位の中位段丘上にある。閲究は、平成10

年度に施エされた県営ほ場整俯事業筑後東部地区12I区内において．遺構が掘削 ・削平を受ける2.791

rrlを央施した。，渕査期IIりは平成lJ年2月]7[1から1;;1年3月3)日までで、この1111、煎機によるよ土除去、

遺構の検皿掘削、実測、写真樹彩等を行った。なお、遺構全体択測図は （株）r;. エンジニアリング、
空中写真は（布）写其企画に委託した。潤査は小林勇作が担当し、料Ill知恵の協力を得た。

洞介の条切果、 ，鴻布区からは竪穴式ft屈．炎棺硲、溝、土燐等を検/lll、以下はその成呆について報告

する。

(2)検出遺構

竪穴式住居

4$120 

潤査l和のほぼ中央の南部で確訟したc 住居のltJl!'.i側は現代のカクランを受けており、平面ブランは不
明であるが、屈丸方形状を呈するものと息われる。北束搬長は3.70mを澗り 、深さはO.!Omと遺存状態

が非常に悪いものであった。床面上までの埋：I:はm色土が堆梢し、住/,iJ,の底部には馬色士と茶色土の混
合士 （やや締まった埋土）で貼l火を施していた。仕居の方位はN-52°-Wを示す。ti=居内からは南東部
と北西部の猥に近い部分から 2基の屈内土張を検出した。南東部の松内土城は彬円形状の平面プランを

呈し、深さは床面から0.36mを瀾る。出土遺物はない。-・方、北西部の屈内土墟は屈丸方形状の平而プ

ランを規し、 士堀内からは土師器 （史） が出土した。 土師器（癸）は土城の中位から出土 し、 _l:~'1部は

黒色」；、下培部は淡茶灰色粘土がJfuttしていた。深さは床面から0.46mを測る。
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Fig.82 4Sl20実測図 (1/40) Fig.83 4$120屋内土填実測図 (1/20)
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甕棺墓

4ST10 

濶査区の北束部で検出した。遺構は現代のカクランを若しく受けており、検Ill時においては平[Iiiプラ

ンを確認することができなかった。しかし、 カクラン十．を徐々に除去していくと甕がJ:.位からの圧力に
よって押しつぷされたかのような状態で確認され、平面プランを抑えることができた。接口式の成人棺

と思われ、口緑の合わせ口には灰色粘土の目張りを施している。売棺の主袖はN-83'-Eを示し、埋侶侑

度は+2"30'である。吏棺内からの出土遺物はなかった。

ヽ

@ 

” 

I訣屈灰色:t(茶色・賞色のプロッ ク及びtn・を多く含む）
z. 淡茶灰色土 （茶色 ・賞色のプロック及び柁・（-を多く含む .P!ft物ii!入）
3賞茶e土（やや緯まっている）
.. 談蒼灰色土と賃茶色.t況じり

Fig.85 4ST10実測図 (1/20)
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土凛

4SK21 

弥生土器

央 (6-9) Gは11絃祁に断而が ：fり状のIiiり付け

突僻を施した売で、 11径は22.(kmを測るo I I縁

祁1J..1外1(1iはヨコナデ、体祁外J(ijは柚IJt II、1本部
内川iはナデの調屯名を施す ）恰いよ l-2 mmf'ii度

の砂粒を多く含む 7は11絲部に断((tiが：fり状
(/)貼付け突俯を施した甍で、 II{怜は2,1.0cmを測

る II絃祁内外rnfはヨコナデ、 1本部外1(LjはりllJt: 
II(/)後浅い沈線を施し、休部1J..1面はナデの瀾椛

である）Jfi [・. はlmmf'i'.度の砂粒を含む 8は底部

の破}',・で、 Ji~ff7.5cmをilllJるc 底部は）'/.く、や

や 「ハ」 'j-:形状にIJIJき、底1nio) rドみは没し、(9

はJ1ltl¥(/)み(/)細}',で、底径は6.2tmをillilる，底

部は/1/.く、底1mのrnみはやや没い。
4SK60 

石器

'い

▽ぃ'

，
 

‘‘ 

0 10t'III 

Flg.89 4SK21出土土器実測図 (1/3)

使川以IJ!'i・(25) 石材は黒II祉わ製で、縦lとのJIJ/'1・を利川している ポジティヴな衷面イiflllJ部には「I然血
を残しており、如(ljの右舷を使JIJしているものと息われるc
その他の出土遺物（カクラン跡及び表採）

4SX01・ 02・05・06・ 11・14・ 26・32-34・36・37・42・51・ 53、表採

1iif J: れの (2)検Ill辿梢でも述べたが、 'ヽ,,~IJ ff IX: [AJは1;:しく視代のカクランを受けた跡が確認され、カ

クラン跡からは多くの辿物がIllI・ した ここでは、カクラン跡及ぴk採からIllI・ した辿物の中でI以lぷで
さるものについて根111'する。

縄文土器

深外 (10-18) 10-15は杓叫叩り文 I:器の細片である 10は外1f1i及びl人j而I・.位にl11J'/Jjl体による小さ

めの桁l'J文を横心施文し、内川iド位はナデ調幣を施す。1l・12は外lfli及びl人i,m上位にl11J・JJ;d本による芥IL
屈副文を施文し、内1f11I'位はナデ9関東化を施すC h狐文0)}J向はイ.;iリJである。1]の外面には煤がfJ;,-1して
いる。13-15は外1(11及ぴ内1r11I・. 位にl1iJ.)J;(1本による斗1lk.れ11J利文を施文し、内面はナデ瀾舟名を施すr Ji旭文

(}))jj/,j は心リJである。 16は山形押Jり文 ,~器のr1糸虹IS糾l片で、 rI綽端邪外而にはJJ;(1本による条痕文、 II粒

部外1(11ド位及ぴ1本部1J、J1(11には[ii] .)J;(体による山形文を施文する。1本部外而及ぴII綽部はナデの瀾椛を施

し、 11径は26.0cmを復J以する。17・ 18は外1(11に微I硲起線文を施文した糾1n・で、内面はナデの淵幣である。

18C/)外,mには煤が付芥している 10は4SX02、lIは4SX42、12は4SX11、13は4SXOI、14はtlSX26、」5
は,1sx51、16は姐采、 17は4SX14、18は4SX05の111I: である

弥生土器

体 (19) 4SX37からIllLした11紺部の細｝ヤである

斐 (20-23) 20・21はII縁端部に突幣を貼り付けたもので、 21はt!SXIt!、22は4SX36からILil: したr1 
縁部の糾l片である。23は'1SX36、2,1は4SX53から1りI:した）氏部の細）ヤで、共に底祁外1(1fにf氾みを址する
タイプである。底径は23が6.6cm、24が6.2cmを測る

土師器

if,)杯 (24) 脚部の細）「で、脚部底径は12.0cmを復J瓜する，4SXS3から/IIl: した
石器

ナイフ形,lj悩 (26) 4SX06から111I: した。石材はサヌカイト製で、表面<J)/i:t辺には細かく})邪を作
り/Uしている J<1r11のイ.i1: 辺及びA:ド辺に細かく 'j".JLl. 1(1jの東~1riJ;n =r.を施す
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鶴111,1叶 ヶ池辿如からは、後期の際穴イu,r等の良好なft料を得られた。今後、周辺辿跡の/1¥I. 例と
比較検村が課題である

,1i Jt'tll,~ イt
即II'I・・ヶ池辿跡4次調1f:6)では4111: 紀後'I"から 5lit紀前'l':Cl>竪穴fl:liりを検HIしている ），'iJ辺には111,l玄

ll :i 

期の集浴はりi独で検Illされる例が多数を占め、今肌の仙iJ介地は削‘ドは受けているがloJ様である また、

鶴LIi束牛ヶ池辿跡2次瀾介2)でも略穴11:/i'}を検Illしている[

歴史時代

栂llI 木屎ノ fJJ辿跡・ ·~J.3111 牛 ヶ 池辿跡 2 次 4 )で推定'Ci皿跡の確認調介を行っ ている しかし、 ,Ji'J1.t地は

如りが台地 l:になり谷祁での検Ill例であるが、 確認0)みの為、路1(1j構辿の成呆はl1iJ年瀾介している山ノ

) I・ 川II辿跡に委ねる しかし、溝/1¥[:O) tiifo)中に対l必器の堪 J~I溢を Ill1: していることは）Ti:'. 災な、(1:で
ある。

近111:・近代・現代

即II加,.. ヶ池辿跡3iで(/)/1¥ I辿物は既1:1・である l 時期(Iりには18111:紀後＇ドが中心になり硲木までの辿物
がIllI: していか

以卜が珀111'I・・ケ池地lメ周辺O),O,'J ft'. 火紐を概略でまとめた。今後、これらの；行料を生かすべく 、新たな
訓発J~例や訊dff.')! 紺iの再検I・J、；行料.,J,'J介邪の成米を期待するところである

筑後東部地lメ．逍跡群では 1勺戊 5 年度から県党は場幣11ll/1J ~業として発掘瀾代を'Jr;),池してきたc. ・1'-1戊10年

l虻までに40辿跡の調介を行い、数多くの成呆を釆げてきた しかし、「辿跡保イi」0)名の ドに地権行や
'Jr沼 l:には多人なご協）Jとご則iりれを頂いたことは感湖の紅；に堪えないまた、 調1f.された辿跡によって
筑後,liO)/tf史を糸It解く竹料が柑梢され、 その；介料が文化lUの保設、析川の材料となれば’似；いである

+Jt文献

ill. 1. 「1.A./約Ii史約 1谷j筑後iii史紺暴姿U会 1997 
111・2. 「筑後I'り邪約2地Ii辿趾群 (lll)J筑後di教'(f公U会 20()() 
,,1 3. 「筑後束部地Ii<必t跡群[[JJ筑後巾教イf公U会 iooo 
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Pla.24 

SB01tO',; 雌11状況 （束北から）
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